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は
じ
め
に

本
稿
で
述
べ
る
「
円
仁
の
系
図
」
と
は
、
平
安
時
代
初
期
の
天
台
僧
円
仁
（
延
暦

十
三
〈
七
九
四
〉
─
貞
観
六
〈
八
六
四
〉）
に
ま
つ
わ
る
系
図
を
指
す
。
円
仁
は
第

三
代
天
台
座
主
と
し
て
初
期
天
台
宗
の
発
展
に
力
を
注
ぎ
、
ま
た
日
本
に
お
い
て
天

台
密
教
を
本
格
的
に
創
始
し
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
そ
の
出
自
に
つ
い
て

は
、
円
仁
の
伝
記
で
あ
る
『
慈
覚
大
師
伝
』
や
『
日
本
三
代
実
録
』
の
卒
伝
に
俗
姓

が
壬
生
氏
で
下
野
国
都
賀
郡
（
あ
る
い
は
都
賀
県
）
の
出
身
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
簡

単
に
記
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い（

（
（

。

こ
の
円
仁
の
系
図
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
宝
賀
寿
男
編
に
よ
る
『
古

代
氏
族
系
譜
集
成
』
に
お
い
て
「
壬
生
公
、
壬
生
朝
臣
」
と
し
て
明
治
期
に
編
纂
さ

れ
た
『
百
家
系
図
稿
』
巻
二
・『
諸
系
譜
』
第
一
五
冊
所
載
の
「
熊
倉

壬
生
朝
臣
」

項
が
採
録
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
（
以
下
、
こ
の
系
図
を
「
熊
倉
系
図
」
と
呼
ぶ

（
（
（

）。

し
か
し
、
こ
の
系
図
が
注
目
さ
れ
た
の
は
佐
伯
有
清
に
よ
っ
て
「
熊
倉
系
図
」
の
内

容
が
円
仁
に
連
な
る
系
譜
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
系
図
の
一
部
分
を
紹
介
し
て
以

後
の
こ
と
で
あ
る（

（
（

。
佐
伯
の
指
摘
以
後
、「
熊
倉
系
図
」
は
主
に
古
代
史
の
研
究
者

に
よ
っ
て
「
円
仁
の
系
図
」
と
し
て
引
用
さ
れ
た
が
、
そ
の
引
用
は
佐
伯
が
提
示
し

た
冒
頭
の
一
部
分
の
み
に
と
ど
ま
り
、
系
図
全
体
の
検
討
は
全
く
行
わ
れ
て
い
な

い
（
（
（

。 研
究
報
告い

わ
ゆ
る
「
円
仁
の
系
図
」
に
つ
い
て
─
─
「
熊
倉
系
図
」
の
基
礎
的
考
察
─
─

平

澤

加
奈
子

近
年
、
古
代
に
さ
か
の
ぼ
る
系
図
資
料
に
つ
い
て
は
、
厳
密
な
史
料
批
判
が
必
要

と
の
認
識
が
高
ま
っ
て
い
る（

（
（

。
近
藤
安
太
郎
も
述
べ
る
よ
う
に
、
系
図
は
そ
の
作
成

時
か
ら
先
祖
を
誇
示
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
作
為
を
も
つ
史
料
で
あ
り
、
さ
ら
に

作
成
後
も
そ
の
子
孫
に
よ
っ
て
次
々
に
書
き
加
え
ら
れ
、
修
正
が
行
わ
れ
て
い
く

「
二
次
史
料
」
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い（

（
（

。
ゆ
え
に
、
系
図
資
料
を
利
用

す
る
際
に
は
、
ま
ず
系
図
全
体
に
対
す
る
考
察
を
行
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と

を
鑑
み
れ
ば
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
い
な
い
「
熊
倉
系
図
」
に
つ
い
て
基
礎
的
な
考

察
を
行
う
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
同
時
に
、「
熊
倉
系
図
」
以
外
の
「
円
仁
の

系
図
」
が
存
在
す
る
可
能
性
に
つ
い
て
も
検
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
「
円
仁
の
系
図
」
に
関
わ
る
基
礎
作
業
と
し
て
、
ま
ず
は
他
の

「
円
仁
の
系
図
」
に
つ
い
て
考
察
し
、
そ
の
上
で
「
熊
倉
系
図
」
の
基
礎
的
な
考
察

を
お
こ
な
い
、
歴
史
資
料
と
し
て
の
位
置
付
け
を
試
み
た
い
。

一
．
も
う
一
つ
の
「
円
仁
の
系
図
」
─
「
徳
丸
系
図
」
─

こ
れ
ま
で
「
円
仁
の
系
図
」
と
し
て
知
ら
れ
て
き
た
の
は
「
熊
倉
系
図
」
の
み
で

あ
る
が
、
筆
者
が
調
査
し
た
中
で
、
別
の
「
円
仁
の
系
図
」
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
れ
が
、「
徳
丸
系
図
」
で
あ
る
。

「
徳
丸
系
図
」
は
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
謄
写
本
が
存
在
し
て
い
る
（
請

求
番
号
二
〇
七
五
─
八
二
〇
）。
謄
写
本
の
内
題
に
は
「
徳
丸
系
図

貞
房
迄
」
と
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あ
り
、
系
図
冒
頭
に
は
「
壬
生
之
系
譜
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
謄
写
し
た
際
に
付

せ
ら
れ
た
奥
書
に
は
、「
右
徳
丸
系
図　

一
巻
／
豊
後
国
大
分
郡
徳
丸
村
徳
丸
荒
次

郎
蔵
本
明
治
二
／
十
年
十
一
月
編
修
久
米
邦
武
文
書
採
訪
之
時
大
分
／
縣
廳
ニ
託
シ

テ
之
ヲ
謄
寫
ス
」
と
あ
り
、
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
大
分
県
庁
に
お
い
て
託

写
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

内
容
は
崇
神
天
皇
に
は
じ
ま
り
、
豊
城
入
彦
命
─
壬
生
親
王
小
槻
王
─
慈
覚
大
師

（
円
仁
）
と
続
く
も
の
で
、
慈
覚
大
師
の
兄
弟
の
壬
生
義
清
か
ら
寛
永
十
六
年

（
一
六
三
九
）
に
死
去
し
た
徳
丸
貞
房
の
代
ま
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
徳
丸
系
図
」

に
よ
れ
ば
、
徳
丸
氏
は
豊
後
国
の
大
友
家
の
家
臣
で
あ
り
、
貞
房
の
父
で
あ
る
統
貞

は
大
友
義
統
・
能
乗
（
義
乗
カ
）、
貞
房
は
義
統
の
二
男
、
松
野
右
京
亮
よ
り
御
書

を
賜
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

「
徳
丸
系
図
」
に
は
同
時
に
謄
写
さ
れ
た
史
料
編
纂
所
所
蔵
の
『
徳
丸
文
書
』（
請

求
番
号
二
〇
七
一
．
九
五
─
二
五
）
が
あ
り
、
徳
丸
忠
奧
以
降
大
友
家
か
ら
の
書
状

の
写
し
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大
友
氏
と
主
従
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
は
裏
付

け
ら
れ
る
。
し
か
し
、「
徳
丸
系
図
」
に
記
載
さ
れ
た
円
仁
と
徳
丸
氏
と
の
氏
族
的

つ
な
が
り
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
小
槻
王
の
記
載
や
壬
生
義
清
の
孫
に
あ
た
る
壬
生

平
治
に
「
信
濃
之
国
伊
那
郡
守
護
」
と
時
期
的
に
矛
盾
す
る
記
載
が
み
ら
れ
る
な
ど
、

疑
わ
し
い
部
分
が
多
く
仮
冒
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
、「
徳
丸
系
図
」
に
つ
い
て
は
円
仁
と
氏
族
的
に
は
無
関
係
で
あ

る
と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、「
熊
倉
系
図
」
に
つ
い
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

同
様
に
検
討
し
た
い
。

二
．「
熊
倉
系
図
」
の
写
本

「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
熊
倉
系
図
」
は
『
百
家
系
図
稿
』
巻
二
お

よ
び
『
諸
系
譜
』
第
一
五
冊
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
ま
ず
各
史
料
に
つ
い
て

紹
介
す
る
。

（
一
）『
百
家
系
図
稿
』（
図
１
参
照
）

『
百
家
系
図
稿
』
二
一
冊
は
現
在
静
嘉
堂
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
文
庫
は

明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
に
鈴
木
真
年
の
旧
蔵
書
一
一
三
部
二
六
八
冊
を
購
入

し
て
お
り
、『
百
家
系
図
稿
』
は
そ
の
一
部
で
あ
る
。

編
者
は
鈴
木
真
年
（
天
保
二
年
〈
一
八
三
一
〉
─
明
治
二
十
七
年
〈
一
八
九
四
〉）。

真
年
は
明
治
期
の
系
図
家
と
し
て
知
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
真
年
の
孫
で
あ
る
鈴
木

防
人
が
著
し
た
『
鈴
木
真
年
伝
』
な
ど
か
ら
略
歴
を
記
せ
ば
次
の
通
り
で
あ
る（

（
（

。

真
年
は
江
戸
神
田
旅
籠
町
で
煙
草
屋
（
屋
号
橘
屋
）
を
営
む
家
庭
に
生
ま
れ
、
栗

原
信
允
（
寛
政
六
年
〈
一
七
九
四
〉
─
明
治
三
年
〈
一
八
七
〇
〉）
に
入
門
し
、
故

実
を
学
ん
だ
。
そ
の
後
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
に
紀
州
藩
士
と
な
り
、
系
図
編
纂

事
業
に
従
事
し
た
。
明
治
以
後
は
弾
正
台
・
宮
内
省
・
司
法
省
に
勤
め
、
明
治
二
十

年
か
ら
明
治
二
十
四
年
（
一
八
八
一
）
ま
で
は
総
裁
重
野
安
繹
の
薦
め
で
内
閣
臨
時

修
史
局
・
帝
国
大
学
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
に
勤
務
し
『
大
日
本
編
年
史
』
の
編
纂
に

従
事
し
た
。
明
治
二
十
四
年
に
大
阪
鴻
池
家
か
ら
の
系
譜
編
纂
依
頼
に
応
じ
、
帝
国

大
学
を
辞
し
て
大
阪
へ
赴
い
た
が
、
同
二
十
七
年
四
月
十
五
日
に
大
阪
に
て
死
去
し

た
。
享
年
六
十
四
才
。
著
作
に
は
『
百
家
系
図
稿
』『
百
家
系
図
』
の
ほ
か
、『
新
田

族
譜
』・『
諸
氏
本
系
帳
』・『
苗
字
尽
略
解
』
な
ど
多
数
存
在
す
る
。

『
百
家
系
図
稿
』
の
内
容
は
、
大
部
分
が
氏
族
の
系
図
で
あ
る
が
、「
三
河
軍
記
」

（
巻
五
）・「
張
九
齢
詩
集
」（
巻
一
六
）
な
ど
の
史
料
も
含
ま
れ
て
い
る
。
全
体
的
に

書
込
・
修
正
な
ど
が
多
く
、
原
稿
の
草
案
と
み
ら
れ
る
。
内
題
に
『
百
家
系
図
』
と

あ
る
巻
が
存
在
す
る
が
（
巻
三
）、
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
『
百
家
系
図
』（
六
十
四
冊
）

と
は
別
本
で
あ
る
。

表
紙
は
現
在
静
嘉
堂
文
庫
の
厚
紙
表
紙
に
改
装
さ
れ
て
お
り
、
す
べ
て
に
「
静
嘉

堂
蔵
書
」
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
冊
に
は
「
鈴
木
蔵
書
」
印
が
捺
さ
れ

て
い
る
が
、
元
の
装
丁
は
不
明
で
あ
る
。
巻
二
・
巻
三
な
ど
数
冊
の
見
返
し
や
中
表

紙
部
分
に
「
百
家
系
図
稿
（
百
家
系
図
の
場
合
も
あ
り
）　

穂
積
臣
真
年
」
の
署
名
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図１　『百家系図稿』巻二　熊倉
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が
み
ら
れ
、「
穂
積
臣
」
は
真
年
の
本
姓
で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
百
家
系
図
稿
』
が
鈴

木
真
年
自
身
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
史
料
で
あ
り
、
筆
跡
か
ら
そ
の
多
く
が
自
筆
に

よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

次
に
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、『
百
家
系
図
』
の
成
立
が
明
治
二
十
六
年

（
一
八
九
三
）
頃
と
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
『
百
家
系
図
稿
』
と
は
別
の
旧
『
百
家
系
図
』

の
存
在
が
指
摘
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
こ
の
点
か
ら
、『
百
家
系
図
稿
』
の
成
立
は
そ
れ
以

前
の
時
期
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
史
料
を
み
て
い
く
と
、
巻
二
一
「
藤
井
」
項
の

「
祐
之
」
に
付
せ
ら
れ
た
注
に
「
明
治
十
七
年
九
月
死　

八
十
二
才
」
と
あ
る
の
が

管
見
の
限
り
で
時
期
が
記
載
さ
れ
る
下
限
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
現
状
で
は
『
百
家
系

図
稿
』
の
成
立
を
明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
前
後
～
明
治
二
十
六
年
の
間
と
考
え

て
お
き
た
い
。

『
百
家
系
図
稿
』
に
記
載
さ
れ
た
系
図
の
大
部
分
に
は
引
用
典
拠
が
記
さ
れ
て
い

な
い
が
、
巻
一
二
～
一
五
巻
末
に
は
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
に
元
老
院
本
を
写

し
た
旨
の
識
語
が
記
さ
れ
て
い
る（

（
（

。
ま
た
巻
十
九
所
載
の
一
部
の
氏
族
に
つ
い
て
は

『
姓
氏
分
脈
』
や
『
系
図
纂
』
を
典
拠
と
し
た
こ
と
が
分
か
る（

（1
（

。

（
二
）『
諸
系
譜
』（
図
２
参
照
）

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
。
現
在
三
三
冊
に
合
冊
さ
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
六
五
冊

で
あ
っ
た
。
合
冊
毎
の
巻
首
部
分
に
「
帝
国
図
書
館
蔵
」
の
朱
印
と
「
大
正
３.

６.

�16
購
求
」
の
ゴ
ム
印
が
捺
印
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
史
料
の
購
入
が
大
正

三
年
（
一
九
一
四
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

題
簽
は
全
て
『
諸
系
譜
』
と
な
っ
て
い
る
が
、
第
一
一
合
冊
本
か
ら
第
一
六
合
冊

本
に
あ
た
る
元
の
九
冊
に
は
『
諸
系
譜
』
の
下
に
十
二
支
順
に
「
子
」
か
ら
「
申
」

ま
で
の
文
字
が
記
さ
れ
て
い
る
。
第
十
七
合
冊
本
か
ら
第
二
十
三
合
冊
本
ま
で
の
も

と
の
十
四
冊
に
は
十
干
の
「
戊
」
に
一
か
ら
一
四
ま
で
の
数
字
が
記
さ
れ
、
徳
島
県

下
の
諸
家
・
寺
社
に
伝
存
さ
れ
た
系
図
・
古
文
書
・
棟
札
・
碑
文
な
ど
を
収
録
す
る
。

ま
た
第
二
四
合
冊
本
か
ら
第
二
八
合
冊
本
ま
で
の
も
と
の
十
冊
に
は
「
己
」
に
一
か

ら
九
ま
で
の
数
字
が
記
さ
れ
た
も
の
と
記
さ
れ
な
い
も
の
が
一
冊
あ
り
、
さ
ら
に
第

二
十
九
合
冊
本
か
ら
第
三
十
一
合
冊
本
ま
で
の
も
と
の
五
冊
に
は
「
庚
」
に
一
か
ら

五
ま
で
の
数
字
が
記
さ
れ
る
な
ど
、
少
な
く
と
も
別
々
に
編
纂
さ
れ
た
三
種
以
上
の

系
図
集
成
を
組
み
合
わ
せ
て
一
つ
に
し
『
諸
系
譜
』
と
し
て
綴
じ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る
。
ま
た
六
十
四
冊
に
は
「
原
稿
」
の
押
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
書
込
・

修
正
も
多
数
見
ら
れ
る
。

こ
の
『
諸
系
譜
』
の
編
者
に
つ
い
て
、
国
立
国
会
図
書
館
『
帝
国
図
書
館
和
漢
書

書
名
目
録　

第
四
編
』（
訂
補
縮
刷
版
、
昭
和
六
十
一
年
〈
一
九
八
六
〉
刊
、
全
三
冊
）

で
は
「
鈴
木
真
年
稿
本
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
横
山
勝
行
に
よ
れ
ば
、
真
年
の
収

集
史
料
や
編
纂
史
料
も
収
載
さ
れ
る
（
第
三
冊
ノ
二
「
中
臣
氏
総
系　

穂
積
真
年
編
」

な
ど
）
も
の
の
、
本
書
中
の
用
紙
に
「
名
古
屋
控
訴
裁
判
所
」「
徳
島
地
方
裁
判
所
」

「
公
布
地
方
裁
判
所
」
な
ど
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か

ら
、
実
際
は
中
田
憲
信
の
手
に
よ
る
稿
本
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る（

（1
（

。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、
第
十
一
冊
ノ
子
所
載
「
豊
国
巫
部
家
譜
」
に
「
右
一
書
雖
有
写
錯
誤
又
一
珍

書
耳
／
明
治
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
謄
写
笠
原
昌
吉
書
房
之
本　

以
備
異
日
史
料
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之
参
考
云
／
不
二
斎
賀
書
生
憲
信
」
の
識
語
が
付
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
確
認

で
き
、『
諸
系
譜
』
が
中
田
憲
信
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
史
料
で
あ
る
こ
と
は
確
実

で
あ
ろ
う
。

中
田
憲
信
（
生
年
不
明
─
明
治
四
十
三
年
〈
一
九
一
〇
〉）
に
つ
い
て
は
、
大
植

四
郎
編
『
明
治
過
去
帳
』
に
「
休
職
判
事
正
五
位
勲
四
等　

堺
県
平
民
に
し
て
明
治

五
年
（
一
八
七
二
）
小
田
切
盛
徳
等
と
司
法
大
録
に
任
じ
、
八
年
頃
司
法
権
少
丞
に

進
み
正
七
位
に
叙
し
、
十
年
東
京
上
等
裁
判
所
判
事
に
遷
り
、
十
五
年
大
阪
控
訴
裁

判
所
判
事
に
転
じ
、
後
従
六
位
勲
六
等
に
陞
る
、
二
十
一
年
頃
奏
任
三
等
中
を
以
て

松
田
道
夫
等
と
名
古
屋
控
訴
院
評
定
官
た
り
、
四
十
三
年
五
月
十
六
日
卒
す
、
是
日

勲
四
等
瑞
宝
章
を
賜
ふ
」
と
あ
り（

（1
（

、
裁
判
官
と
し
て
勤
務
す
る
傍
ら
、
系
譜
研
究
を

行
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
著
作
に
は
『
皇
胤
志
』『
各
家
系
譜
』
な
ど
が
あ
る
。

『
諸
系
譜
』
の
成
立
年
代
は
不
明
だ
が
、
第
三
三
合
冊
本
第
二
冊
目
の
見
返
し
に

明
治
三
十
八
年
（
一
九
〇
五
）
九
月
三
十
日
の
消
印
が
押
さ
れ
た
約
束
郵
便
の
紙
片

図２　『諸系譜』第十五冊　熊倉
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が
貼
付
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
期
に
合
冊
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

（1
（

。

中
田
憲
信
に
つ
い
て
、
真
年
の
孫
で
あ
る
鈴
木
防
人
が
著
し
た
『
鈴
木
真
年
伝
』

に
は
「（
前
略
）
翁
の
門
に
入
り
親
し
く
教
え
を
受
け
た
者
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

親
し
く
教
え
を
受
け
た
人
で
は
、
中
田
憲
信
・
田
中
光
顕
・
大
槻
如
電
・
朝
倉
瀧
洞

の
諸
氏
を
始
め
（
後
略
）」
と
あ
り（

（1
（

、
鈴
木
真
年
に
師
事
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
契
機
は
、
中
田
が
司
法
省
に
勤
務
し
て
い
た
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
か
ら
十

年
（
一
八
七
七
）
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
同
時
期
の
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
か

ら
九
年
（
一
八
七
六
）
の
間
、
鈴
木
真
年
も
司
法
省
に
勤
務
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
間
に
中
田
は
鈴
木
真
年
と
知
り
合
い
、
系
譜
研
究
に
つ
い
て
の
指
導
を
受
け
る

こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

ま
た
中
田
が
真
年
所
蔵
の
系
図
を
多
数
写
し
て
い
た
こ
と
は
、『
諸
系
譜
』
に
も

第
一
一
冊
合
冊
本
に
「
南
部
総
系
図　

真
年
本
」
な
ど
と
あ
る
こ
と
か
ら
確
認
で
き

る
。
本
論
で
取
り
上
げ
る
「
熊
倉
系
図
」
を
み
る
と
、『
百
家
系
図
稿
』
に
も
所
収

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
を
鑑
み
れ
ば
、『
諸
系
譜
』
第
一
五
冊
に
み
え
る
「
熊
倉
系
図
」

は
、
真
年
が
所
蔵
し
て
い
た
系
図
を
中
田
が
書
写
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ

う
。

（
三
）「
熊
倉
系
図
」
写
本
の
比
較

前
述
の
よ
う
に
、「
熊
倉
系
図
」
の
現
存
写
本
は
『
百
家
系
図
稿
』
と
『
諸
系
譜
』

の
二
本
で
あ
る
が
、
こ
の
系
図
を
世
に
知
ら
し
め
た
の
は
宝
賀
寿
男
に
よ
る
『
日
本

古
代
氏
族
集
成
』
の
刊
行
で
あ
る
。

こ
の
著
書
の
中
で
宝
賀
は
「
熊
倉
系
図
」
に
つ
い
て
、「
奈
良
君
に
は
じ
ま
り
、

熊
倉
氏
は
吉
久
ま
で
、
江
口
氏
は
昌
寿
ま
で
続
く
系
図
で
基
本
的
に
信
頼
で
き
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
す
る（

（1
（

。
こ
れ
を
う
け
て
、
佐
伯
有
清
は
『
熊
倉
系
図
』
の

冒
頭
部
、
奈
良
君
か
ら
高
継
・
国
基
ま
で
を
掲
載
し
、「
円
仁
の
系
図
」
と
し
て
紹

介
し
た（

（1
（

。
そ
の
後
こ
の
系
図
を
引
用
す
る
際
に
は
、
佐
伯
の
前
掲
論
文
の
図
、
も
し
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図 ３ 『 熊 倉 系 図 』
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図 ３　 「 熊 倉 系 図 」
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【熊倉系図校勘表】　『百家系図稿』…百　『諸系譜』…諸　『古代氏族系譜集成』…集

＊１　熊倉 百…紋三弦蔦　　諸…なし

＊２　湯支万呂 百…湯支万呂　　諸…湯支万呂　　集…湯支麻呂
百…外従七上　　諸…外従七位下
諸…「都賀郡惣領」の記載あり。
百…擬少領司　　諸…擬少領

＊３　岡足 百…奈良朝廷郡司主帳　　諸…奈良朝郡司主帳

＊４　首麻呂 百…三鴨駅長　　諸…三野駅長　　集…三野駅長

＊５　枳実万呂 百…枳実万呂　　諸…枳実麻呂

＊６　秋主 百…儒典ヲ教ユ　　諸…なし

＊７　円仁 百…都賀郡下津原村ニ生　延暦十三年生　　諸…なし
百…貞観六年正月十四日寂七十二才　　諸…貞観六年正十四死七十二

＊８　胤業 百…房氏～胤業の間に「此間九代」の記載　　諸…なし
集…胤業の尻付及び綱重から義雄までを加筆。

＊９　石道 百…外散位　　諸…散位　　集…「群馬郡人」を追記

＊10　道茂 百…幼間退顛（ママ）　諸…なし

＊11　貫景 百…同二郎　　諸…熊倉二郎
百…鎮守府軍曹　　諸…なし

＊12　高行 百…出家法名頼願　　諸…出家法名頼願　　集…新与法名頼願

＊13　長忠 百…佐野三郎兵衛　　諸…佐野三郎兵衛　　集…佐野三郎兵衛尉
百…佐野庄領　　諸…なし

＊14　秀宗 百…秀宗　　諸…秀宗　　集…秀家［イ宗］

＊15　長世 百…右衛門尉　　諸…なし　　集…右兵衛尉

＊16　末実 百…弥五郎　　諸…弥五郎　　集…孫五郎

＊17　正兼 百…属足利尊氏　　諸…なし

＊18　正春 百…属足利式部丞家兼　　諸…属足利式部丞家兼　　集…属足利式部少輔家兼

＊19　昌国 百…仕大□寺三百石□□□　　諸…仕大□寺三百石　　集…なし

＊20　忠国 百…又左衛門尉　　諸…又左衛門尉　　集…又左衛門

＊21　徳宗 百…宇都宮ニ住　紋ツタ　　諸…なし

（注）『古代氏族系譜集成』については『百家系図稿』と異なる記載がある場合のみ掲載した。
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く
は
『
日
本
古
代
氏
族
集
成
』
の
「
壬
生
公
、
壬
生
朝
臣
」
項
の
冒
頭
部
分
が
利
用

さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、「
熊
倉
系
図
」
の
二
つ
の
写
本
を
比
較
す
る
と
、
そ
の
記
載
内
容
が
異

な
る
部
分
も
多
く
、
ま
た
『
日
本
古
代
氏
族
集
成
』
の
編
纂
段
階
に
お
い
て
新
た
に

追
記
な
ど
を
行
っ
て
い
る
部
分
も
み
ら
れ
る
。
そ
こ
で
筆
者
は
『
百
家
系
図
稿
』（
図

１
）・『
諸
系
譜
』（
図
２
）・『
古
代
氏
族
系
譜
集
成
』
に
掲
載
さ
れ
た
「
熊
倉
系
図
」

を
比
較
検
討
し
、
校
勘
表
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
私
見
を
（
図
３
）
と
し
て
示
し
た
。

注
目
す
べ
き
は
、『
百
家
系
図
稿
』
に
付
さ
れ
た
記
載
が
『
諸
系
譜
』
に
な
い
例

が
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
（
＊
１
熊
倉
・
６
秋
主
・
７
円
仁
・
11
貫
景
・
21
徳
宗
）。

こ
こ
で
『
百
家
系
図
稿
』
に
の
み
付
さ
れ
た
記
載
を
み
る
と
、
例
え
ば
＊
６
秋
主
に

は
「
儒
典
ヲ
教
ユ
」、
＊
７
円
仁
に
は
「
都
賀
郡
下
津
原
村
ニ
生　

延
暦
十
三
年
生
」

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
記
載
に
は
、
系
図
の
他
の
部
分
に
は
み
ら
れ
な
い
送
り
仮
名
が

ふ
ら
れ
て
お
り
、『
諸
系
譜
』
に
も
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、『
百
家
系
図
稿
』
作
成

時
に
鈴
木
真
年
が
付
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
同
様
に
＊
１
や
＊
21
に
は
家
紋

の
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
も
鈴
木
真
年
に
よ
る
加
筆
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
系
図
の
掲
載
順
を
確
認
す
る
と
、『
百
家
系
図
稿
』
巻
二
で
は
熊
倉
の
前
後

は
諸
置
氏
（
武
蔵
国
多
摩
郡
村
置
所
在
）
と
石
井
氏
（
宇
都
宮
所
在
）
で
あ
る
が
、

『
諸
系
譜
』
で
は
前
が
宮
嵜
氏
・
後
ろ
は
弓
削
宿
祢
氏
と
異
な
っ
て
お
り
、
中
田
が

『
百
家
系
図
稿
』
か
ら
「
熊
倉
系
図
」
を
写
し
た
と
は
考
え
に
く
い
。

よ
っ
て
現
段
階
で
は
、
鈴
木
真
年
の
手
元
に
は
元
の
「
熊
倉
系
図
」
が
存
在
し
て

お
り
、
そ
れ
を
中
田
が
写
し
て
ほ
ぼ
修
正
を
加
え
ず
『
諸
系
譜
』
に
収
録
し
た
と
考

え
た
い
。
一
方
鈴
木
は
『
百
家
系
図
稿
』
を
編
纂
す
る
際
、
手
元
に
あ
っ
た
元
の
「
熊

倉
系
図
」
に
注
記
を
加
え
て
作
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
現
存
す
る
写
本
で

は
『
諸
系
譜
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
系
図
の
方
が
元
の
「
熊
倉
系
図
」
の
記
載
に
近

い
と
い
え
よ
う
。
ま
た
『
諸
系
譜
』
の
み
記
載
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
＊
２
湯
支
万

呂
の
尻
付
に
あ
る
「
都
賀
郡
惣
領
」
の
記
載
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後

述
す
る
が
、
鈴
木
真
年
が
『
百
家
系
図
稿
』
を
編
纂
し
た
際
に
惣
領
の
語
句
か
ら
仮

冒
と
判
断
し
、
除
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

以
上
、「
熊
倉
系
図
」
の
写
本
の
比
較
を
行
い
、
原
「
熊
倉
系
図
」
の
存
在
に
つ

い
て
指
摘
し
た
。
飯
田
瑞
穂
は
鈴
木
真
年
を
代
表
格
と
し
て
明
治
期
の
「
系
図
家
」

や
「
系
図
知
り
」
に
よ
っ
て
系
図
が
偽
造
さ
れ
た
可
能
性
を
述
べ
て
い
る
が（

（1
（

、「
熊

倉
系
図
」
に
つ
い
て
は
原
系
図
の
存
在
の
可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、
明
治
期
に
偽

造
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
に
く
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、「
熊
倉
系
図
」
の
作
成
年
代
や
作
成
の
主
体
者
、
及
び
鈴
木
真
年
の

元
に
「
熊
倉
系
図
」
が
も
た
ら
さ
れ
た
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
次
章
で
は
「
熊
倉
系
図
」
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
、
検
討
を
加
え
た

い
。

三
．「
熊
倉
系
図
」
の
記
載
内
容

「
熊
倉
系
図
」
全
体
を
見
渡
す
と
、
こ
の
系
図
は
居
住
地
に
よ
り
、
大
き
く
次
の

六
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

〈
Ａ
系
統
〉
下
野
国
都
賀
郡
居
住
の
氏
族
（
奈
良
君
～
胤
業
）

〈
Ｂ
系
統
〉
上
野
国
甘
楽
郡
居
住
の
氏
族
（
真
牧
～
仲
道
）

〈
Ｃ
系
統
〉
上
野
国
甘
楽
郡
熊
倉
村
居
住
の
氏
族
（
仲
景
～
吉
政
）

〈
Ｃ̓
系
統
〉
佐
野
居
住
の
氏
族
（
長
忠
・
長
世
）

〈
Ｄ
系
統
〉
下
野
国
都
賀
郡
野
木
居
住
の
氏
族
（
家
宗
～
吉
久
）

〈
Ｅ
系
統
〉
上
野
国
甘
楽
郡
高
尾
居
住
の
氏
族
（
仲
泰
～
安
仲
）

〈
Ｆ
系
統
〉
江
口
移
住
の
氏
族
（
季
安
～
昌
寿
）

よ
っ
て
次
節
以
降
で
は
系
統
毎
に
記
載
内
容
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

（
一
）〈
Ａ
系
統
〉
下
野
国
都
賀
郡
居
住
の
氏
族
（
奈
良
君
～
胤
業
）

Ａ
系
統
は
冒
頭
部
の
奈
良
君
か
ら
始
ま
り
胤
業
ま
で
つ
な
が
る
二
十
九
名
で
、
主
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に
下
野
国
都
賀
郡
に
居
住
し
た
氏
族
で
あ
る
。
こ
の
冒
頭
部
に
つ
い
て
、
宝
賀
は

「
奈
良
君
か
ら
真
手
乃
君
へ
至
る
系
図
は
二
代
ほ
ど
少
な
い
感
が
あ
り
、
多
少
の
脱

漏
あ
り
か
」
と
し
て
お
り
、
ま
た
佐
伯
も
次
の
四
つ
の
疑
問
点
を
呈
し
て
い
る（

（1
（

。

１
．
奈
良
君
の
子
八
米
乃
君
の
尻
付
に
「
難
波
朝
七
年
秋
八
月
丁
丑
為
大
兄
去
来

穂
別
皇
子
。
定
賜
壬
生
部
」
と
あ
る
の
は
、『
日
本
書
紀
』
仁
徳
七
年
秋
八
月
丁
丑

条
の
記
事
に
拠
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
系
図
に
お
け
る
独
自
の
主
張
か
ど
う
か
疑

わ
れ
る
。

２
．
真
手
乃
君
の
尻
付
に
「
庚
午
年
籍
負
壬
生
君
姓
」
の
記
載
か
ら
考
え
る
と
、

孫
の
岡
足
が
宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
に
蝦
夷
と
の
戦
い
で
勲
功
が
あ
っ
た
と
す
る
の

は
訝
し
く
、
真
手
乃
君
か
ら
岡
足
の
間
に
一
世
代
分
の
脱
漏
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。３

．
円
仁
か
ら
遡
っ
た
場
合
、
曾
祖
父
に
あ
た
る
岡
足
が
宝
亀
五
年
に
勲
功
を
あ

げ
た
と
す
る
の
は
疑
わ
し
い
。
円
仁
が
延
暦
十
三
年
に
誕
生
し
て
い
る
の
で
、
二
十

年
間
で
三
世
代
と
い
う
の
は
、
年
代
的
に
見
て
接
近
し
す
ぎ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
た
だ
し
宝
亀
五
年
に
岡
足
が
六
十
才
・
浄
麻
呂
三
十
五
才
・
首
麻
呂
五
才
と
す

れ
ば
、
可
能
性
は
十
分
に
あ
る
。

４
．
湯
岐
麻
呂
の
尻
付
に
「
藤
原
朝
廷
都
賀
郡
擬
少
領
司
」
と
あ
る
が
、
こ
の
時

期
に
擬
任
郡
司
（
評
司
）
制
が
存
在
し
た
の
か
。

た
だ
し
、
佐
伯
は
こ
の
よ
う
な
疑
問
点
を
述
べ
つ
つ
も
最
終
的
に
は
大
慈
寺
の
諸

堂
建
立
に
つ
い
て
独
自
の
記
載
が
み
ら
れ
る
こ
と
や
、
上
野
国
群
馬
郡
の
壬
生
公
が

下
野
壬
生
公
の
傍
流
で
あ
る
と
示
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を
評
価
し
て
い
る
。

そ
こ
で
各
人
名
に
つ
い
て
見
て
い
こ
う
。

①
奈
良
君

奈
良
君
に
つ
い
て
は
、『
先
代
旧
事
本
紀
』
に
仁
徳
天
皇
代
に
毛
野
国
が
上
下
に

分
割
さ
れ
、
豊
城
命
四
世
孫
奈
良
別
が
下
毛
野
国
造
に
任
命
さ
れ
た
と
あ
る
。

（
史
料
１
）『
先
代
旧
事
本
紀
』
巻
十　

国
造
本
紀

下
毛
野
国
造

難
波
高
津
朝
御
世
。
元
毛
野
国
分
為
二
上
下
一
。
豊
城
命
四
世
孫
奈
良
別
初
定
二

賜
国
造
一
。

ま
た
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
下
の
大
網
公
・
吉
弥
侯
部
の
項
に
は
豊
城
入
彦

命
六
世
孫
と
し
て
「
奈
良
君
（
下
毛
君
奈
良
）」
が
見
え
る
。

（
史
料
２
）『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
下　

大
網
公
・
吉
弥
候
部
（
傍
線
筆
者
）

大
網
公　

上
毛
野
朝
臣
同
祖
。
豊
城
入
彦
命
六
世
孫
。
下
毛
君
奈
良
弟
。
真
若
君

之
後
也
。

吉
弥
侯
部　

上
毛
野
朝
臣
同
祖
。
豊
城
入
彦
命
六
世
孫
。
奈
良
君
之
後

こ
の
「
奈
良
別
」
と
「
奈
良
君
」
は
同
一
人
物
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
円
仁
の

伝
記
の
中
に
は
円
仁
の
祖
先
が
豊
城
入
彦
命
で
あ
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
も
存

在
す
る
。
六
世
孫
（
四
世
孫
）
で
あ
る
下
毛
野
国
造
奈
良
君
が
下
野
国
の
壬
生
氏
の

祖
先
と
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
は
な
い
。

②
八
米
乃
君

尻
付
に
「
難
波
朝
七
年
秋
八
月
丁
丑
為
大
兄
去
来
穂
別
皇
子
定
賜
壬
生
部
」
と
あ

る
。
こ
れ
は
佐
伯
も
指
摘
す
る
よ
う
に
『
日
本
書
紀
』
の
次
の
記
事
に
基
づ
い
て
い

る
だ
ろ
う
。

（
史
料
３
）『
日
本
書
紀
』
仁
徳
天
皇
七
年
秋
八
月
丁
丑
条

秋
八
月
己
巳
朔
丁
丑
。
為
二
大
兄
去
来
穂
別
皇
子
一
定
二
壬
生
部
一
。
亦
為
二
皇
后
一

定
二
葛
城
部
一
。

③
真
手
乃
君

尻
付
に
は
「
庚
午
年
籍
負
壬
生
君
姓
」
と
あ
る
。
庚
午
年
籍
は
天
智
天
皇
九
年

（
六
七
〇
）
に
造
籍
さ
れ
た
初
め
て
の
戸
籍
で
あ
り
、
こ
の
時
に
「
壬
生
君
」
姓
を

負
っ
た
と
さ
れ
る
。
前
述
の
宝
賀
と
佐
伯
の
指
摘
の
と
お
り
、
真
手
乃
君
が
天
智
朝

に
生
存
す
る
人
物
で
あ
っ
た
と
す
る
と
、
奈
良
君
ま
で
の
間
に
二
世
代
ほ
ど
、
宝
亀

五
年
（
七
七
四
）
の
記
載
が
み
ら
れ
る
岡
足
ま
で
の
間
に
一
世
代
ほ
ど
の
脱
漏
を
考
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え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

④
湯
支
麻
呂

尻
付
に
「
外
従
七
位
下　

都
賀
郡
惣
領
在
任
二
十
一
年　

藤
原
朝
廷
都
賀
郡
擬
少

領　

」
と
あ
る
。
都
賀
郡
の
郡
領
氏
族
は
史
書
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
し
『
諸

系
譜
』
第
十
五
冊　

池
田
朝
臣
に
は
平
安
時
代
初
頭
あ
た
り
と
想
定
さ
れ
る
が
、
都

賀
郡
少
領
を
池
田
朝
臣
梶
足
・
松
枝
・
鯛
主
が
歴
任
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
諸
系
譜
』
の
み
見
ら
れ
る
「
都
賀
郡
惣
領
」
に
つ
い
て
、
古
代
に
お
け
る
「
惣

領
」
の
使
用
例
か
ら
み
る
と
、『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡
条
に
は
次
の
よ
う
に
見

ら
れ
る
。

（
史
料
４
）『
常
陸
国
風
土
記
』
行
方
郡
条

（
前
略
）
古
老
曰
、
難
波
長
柄
豊
前
大
宮
馭
宇
天
皇
之
世
、
癸
丑
年
茨
城
国
造
小

乙
下
壬
生
連
麿
・
那
珂
国
造
大
建
壬
生
直
夫
子
等
請
二
惣
領
高
向
大
夫
・
中
臣
幡
織

田
大
夫
等
一
、
割
二
茨
城
地
八
里
・
那
珂
地
七
里
合
七
百
餘
戸
一
別
置
二
郡
家
一
。（
後

略
）こ

こ
で
惣
領
高
向
大
夫
・
中
臣
機
織
田
大
夫
は
茨
城
国
造
壬
生
連
麿
・
那
珂
国
造

壬
生
直
夫
子
の
請
願
に
基
づ
い
て
行
方
郡
家
を
設
置
し
て
お
り
、
そ
の
氏
姓
か
ら
も

中
央
派
遣
官
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
の
史
料
で
も
「
惣
領
（
総
領
）」
と
い

う
場
合
に
は
国
単
位
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
郡
レ
ベ
ル
の
役
職
と
し
て
は
見
ら
れ
な

い
。
鈴
木
真
年
は
、
あ
る
い
は
惣
領
の
語
句
に
つ
い
て
上
記
の
知
識
を
持
っ
て
い
た

た
め
、
あ
え
て
『
百
家
系
図
稿
』
を
編
纂
す
る
際
に
「
都
賀
郡
惣
領
」
の
記
載
を
除

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
佐
伯
の
疑
問
４
に
関
わ
り
、
擬
任
郡
司
制
の
開
始
時
期
に
つ
い
て
見
て
い
く

と
、
史
料
上
で
は
神
亀
五
年
（
七
二
八
）
に
大
領
の
欠
任
時
に
少
領
を
一
時
的
に
擬

大
領
と
し
て
転
任
さ
せ
る
と
す
る
格
が
出
さ
れ
た
の
が
初
出
で
あ
り（

（1
（

、
こ
れ
以
前
に

は
擬
郡
司
が
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
森
公
章
は
大
宝
令
制
定
当
初
よ
り
擬

任
郡
司
が
存
在
し
て
い
た
と
想
定
し
て
お
り（

（2
（

、「
熊
倉
系
図
」
の
記
載
の
よ
う
に
藤

原
朝
廷
（
持
統
朝
）
に
も
遡
る
可
能
性
は
残
さ
れ
て
い
よ
う
。

⑤
岡
足

尻
付
に
「
外
従
六
位
下
勲
九
等　

奈
良
朝
廷
郡
司
主
帳　

在
任
十
八
年　

宝
亀
五

年
蝦
夷
反
時
勲
功
」
と
あ
る
。
宝
亀
五
年
の
蝦
夷
の
反
乱
と
は
、
三
十
八
年
戦
争
の

開
始
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
七
月
に
海
道
蝦
夷
が
反
乱
を
起
こ
し
、

桃
生
城
を
侵
略
し
た（

（2
（

。
こ
れ
に
対
し
、
政
府
は
八
月
に
坂
東
八
国
に
対
し
陸
奥
国
へ

の
援
兵
を
命
じ

（
（2
（

、
そ
の
結
果
翌
年
十
一
月
に
蝦
夷
は
鎮
圧
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
論
功

行
賞
に
つ
い
て
は
（
史
料
５
）
に
み
え
る
。

（
史
料
５
）『
続
日
本
紀
』
巻
三
三　

宝
亀
六
年
（
七
七
五
）
十
一
月
乙
巳
条
（
傍

線
筆
者
、
以
下
同
じ
）

乙
巳
。
遣
二
使
於
陸
奥
国
一
宣
詔
。
夷
俘
等
忽
発
二
逆
心
一
、
侵
二
桃
生
城
一
。
鎮

守
将
軍
大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
等
、
奉
二
承
朝
委
一
、
不
レ
顧
二
身
命
一
、
討
二
治
叛
賊
一
、

懐
柔
帰
服
。
勤
労
之
重
、
実
合
二
嘉
尚
一
。
駿
河
麻
呂
已
下
一
千
七
百
九
十
餘
人
、

従
二
其
功
一
勲
加
賜
二
位
階
一
。
授
二
正
四
位
下
大
伴
宿
祢
駿
河
麻
呂
正
四
位
上
勲
三

等
、
従
五
位
上
紀
朝
臣
広
純
正
五
位
下
勲
五
等
、
従
六
位
上
百
済
王
俊
哲
勲
六
等
一
。

餘
各
有
レ
差
。
其
功
卑
不
レ
及
二
叙
勲
一
者
、
賜
レ
物
有
レ
差
。

こ
の
史
料
か
ら
蝦
夷
征
討
に
よ
る
論
功
行
賞
を
一
七
九
〇
人
あ
ま
り
が
受
け
た
こ

と
が
わ
か
る
。
岡
足
の
記
載
は
こ
の
史
料
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。

⑥
首
麻
呂

尻
付
に
は
「
都
賀
郡
三
鴨
駅
長　

大
慈
寺
厳
堂
建
立
」
と
あ
る
。
名
前
は
確
認
で

き
な
い
も
の
の
、
円
仁
の
卒
伝
か
ら
円
仁
の
父
が
寺
院
の
檀
越
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。

（
史
料
６
）『
日
本
三
代
実
録
』
巻
八　

貞
観
六
年
（
八
六
四
）
正
月
十
四
日
条

十
四
日
辛
丑
。（
中
略
）
延
暦
寺
座
主
伝
燈
大
法
師
位
円
仁
卒
。
円
仁
。
俗
姓
壬

生
氏
。
下
野
国
都
賀
郡
人
也
。
当
二
産
時
一
有
二
紫
雲
一
。
見
二
其
家
上
一
。
家
人
無
レ
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見
。
于
時
有
レ
僧
。
名
曰
二
広
智
一
。
国
人
号
二
広
智
菩
薩
一
。
広
智
覘
二
望
雲
気
一
。

乃
知
レ
起
二
於
檀
越
壬
生
氏
家
一
。
甚
以
竒
レ
之
。
秘
而
不
レ
言
。
誡
二
其
父
母
一
。
善

能
愛
養
。
久
而
円
仁
喪
レ
父
。
隨
レ
母
育
長
。
年
甫
九
歳
。
付
二
託
広
智
菩
薩
一
。
円

仁
幼
而
警
俊
。
風
貌
温
雅
。
其
兄
以
二
外
典
一
教
之
。
然
猶
心
慕
二
仏
道
一
。
嘗
登
二

経
蔵
一
。
誓
探
二
得
観
世
音
経
一
。
心
甚
歓
喜
。
遂
抛
二
俗
書
一
。
受
二
学
経
論
一
。
俄

而
通
二
渉
諸
部
一
。
領
二
悟
大
旨
一
。
夢
見
二
一
大
徳
一
。
顏
色
清
朗
。
長
六
七
尺
。

即
就
二
其
辺
一
。
瞻
仰
礼
拝
。
大
徳
含
レ
咲
。
摩
レ
頂
語
話
。
傍
有
レ
人
。
問
云
。
汝

知
二
大
徳
一
否
。
答
云
不
レ
知
。
傍
人
云
。
此
是
叡
山
大
師
也
。
大
同
末
年
。
隨
レ
縁

入
京
。
適
登
二
叡
山
一
。
謁
二
覲
最
澄
大
師
一
。
瞻
二
視
顏
貌
一
。
一
如
二
昔
夢
一
。
最

澄
大
師
含
レ
咲
語
話
。
如
夢
所
見
。
窃
自
知
レ
之
。
不
二
向
レ
人
説
一
。
円
仁
于
時
年

十
五
矣
。
最
澄
大
師
教
二
以
止
観
一
。
弘
仁
十
三
年
六
月
。
最
澄
大
師
遷
化
。
円
仁

齢
始
満
卅
。
身
羸
眼
暗
。
知
二
命
不
一
レ
久
。
因
而
尋
二
叡
山
北
極
幽
谷
一
。
結
レ
草

爲
レ
庵
。（
中
略
）
天
台
宗
之
伝
於
本
朝
也
。
昔
聖
徳
太
子
迎
二
前
身
旧
読
之
経
於
南

岳
一
。
鑑
真
高
僧
齎
止
観
教
法
而
来
自
西
唐
。
先
師
最
澄
奉
詔
越
海
。
造
道
邃
和
尚

而
受
微
言
。
従
順
暁
闍
梨
而
学
悉
地
。
所
求
法
文
二
百
余
巻
。
円
仁
資
新
来
之
秘
教
。

広
旧
伝
之
宗
門
。
雖
発
源
於
懸
水
。
而
鼓
涛
於
浮
天
。
人
能
弘
道
。
信
而
有
徴
歟
。

こ
の
史
料
に
寺
院
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
続
群
書
類
従
』
所
収
の
「
慈

覚
大
師
伝
」
に
は
の
ち
に
円
仁
の
師
と
な
る
広
智
に
つ
い
て
大
慈
寺
の
僧
で
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
こ
の
こ
と
か
ら
、
円
仁
の
父
は
大
慈
寺
の
檀
越
で
あ
っ
た
と
考

え
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
檀
越
に
は
地
域
の
有
力
者
が
就
任
す
る
例
が
多
く
、
経
済

的
に
豊
か
で
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、「
熊
倉
系
図
」
に
大
慈
寺
の
厳
堂
を
建
て
た
と
す

る
記
載
と
矛
盾
は
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
、「
三
鴨
駅
長
」
の
記
載
に
つ
い
て
見
て
い
く
。『
延
喜
式
』
兵
部
省　

諸
国

駅
伝
馬
条　

下
野
国
駅
馬
の
項
に
よ
れ
ば
、
都
賀
郡
に
は
三
鴨
駅
が
設
置
さ
れ
て
い

た
。
ま
た
「
駅
長
」
の
記
載
で
は
な
い
が
、
鎌
倉
時
代
の
僧
愚
勧
住
信
が
著
し
た
仏

教
説
話
集
『
私
聚
百
因
縁
集
』（
正
嘉
元
年
〈
一
二
五
七
〉
成
立
）
に
は
円
仁
が
関

守
の
子
で
あ
る
と
す
る
伝
承
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
史
料
７
）『
私
聚
百
因
縁
集
』
巻
七
和
朝
之
篇　

七
慈
覚
大
師
事

（
前
略
）
抑
慈
覚
大
師
俗
姓
三
生
氏
、
下
野
国
都
賀
郡
人
也　
或
云
都
加
部
関
守
子
也
（
後

略
）さ

ら
に
、
順
徳
天
皇
（
建
久
八
年
〈
一
一
九
七
〉
─
仁
治
三
年
〈
一
二
四
二
〉）

の
撰
述
に
よ
る
鎌
倉
時
代
初
期
の
歌
学
書
『
八
雲
御
抄
』
に
は
次
の
よ
う
に
見
ら
れ

る
。

（
史
料
８
）『
八
雲
御
抄
』
第
五　

名
所
部
「
関
」
項

下
野
み
か
ほ
の
関
山
也　

み
か
ほ
の
山
ハ
古
名
所
但
在
常
陸
国
歟　

是
者
慈
覚
大
師
生
所
也　

未
詠
可
歟

こ
こ
で
は
、
み
か
ほ
の
関
が
慈
覚
大
師
の
生
ま
れ
た
場
所
で
あ
る
と
す
る
。
み
か

ほ
の
関
と
は
、
現
在
栃
木
県
に
あ
る
三
毳
山
に
設
け
ら
れ
た
関
で
あ
り
、
古
代
東
山

道
の
ル
ー
ト
上
に
存
在
し
て
い
た
。
三
鴨
駅
家
は
三
毳
山
の
麓
に
設
置
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
、
そ
の
場
所
に
は
諸
説
あ
る
が
、
下
都
賀
郡
岩
舟
町
新
里
周
辺
に
比
定
す
る

説
が
有
力
で
あ
る（

（2
（

。

こ
れ
ら
の
史
料
は
、
円
仁
の
父
が
関
守
で
あ
り
、
誕
生
地
が
三
毳
山
の
麓
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
十
三
世
紀
半
ば
頃
よ
り
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
物
語
る
。
こ
れ
ら
の

認
識
と
「
熊
倉
系
図
」
に
見
ら
れ
る
三
鴨
駅
長
の
記
載
は
連
関
し
て
い
る
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。

⑦
秋
主

尻
付
に
「
外
従
七
位
下
」
と
あ
る
。『
百
家
系
図
稿
』
に
は
「
儒
典
ヲ
教
ユ
」
の

記
載
が
あ
る
が
、（
史
料
６
）
の
円
仁
卒
伝
に
「
其
兄
以
外
典
教
之
。」
と
あ
る
こ
と

に
よ
り
、
鈴
木
真
年
が
加
筆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧
円
仁

尻
付
に
「
天
台
座
主　

貞
観
六
年
正
月
十
四
日
寂
七
十
二
才　

諡
慈
覚
大
師
」
と

あ
る
が
、
こ
の
内
容
は
（
史
料
６
）
の
卒
伝
か
ら
確
認
で
き
る
。

『
百
家
系
図
稿
』
で
は
さ
ら
に
「
都
賀
郡
下
津
原
村
ニ
生　

延
暦
十
三
年
生
」
と
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注
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
下
津
原
」
と
い
う
地
名
は
三
毳
山
の
麓
に
位
置
し
、
現

栃
木
県
下
都
賀
郡
岩
舟
町
下
津
原
に
あ
た
る
。
下
津
原
に
は
円
仁
が
産
湯
を
つ
か
っ

た
と
す
る
「
盥
窪
」
が
存
在
し
て
お
り
、
歌
人
の
烏
丸
大
納
言
藤
原
光
広
（
天
正
七

年
〈
一
五
七
九
〉
─
寛
永
十
五
年
〈
一
六
三
八
〉）
が
著
し
た
『
日
光
山
紀
行
』
や
、

宝
暦
年
間
（
一
七
五
一
─
一
七
六
三
）
に
書
か
れ
た
「
手
洗
窪
の
由
来
記
」・『
小
野

寺
旧
記
』
な
ど
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
な
ど
、
江
戸
期
よ
り
円
仁
の
出
生
地
と
し
て
著

名
な
場
所
で
あ
っ
た（

（2
（

。
こ
の
点
か
ら
考
え
れ
ば
、「
都
賀
郡
下
津
原
村
ニ
生
」
の
記

載
に
つ
い
て
は
上
記
の
史
料
な
ど
を
基
に
、
鈴
木
真
年
が
加
筆
し
た
と
考
え
て
よ
い

だ
ろ
う
。

⑩
胤
業

尻
付
に
「
彦
五
郎　

筑
後
守　

寛
正
三
年
十
月
築
住
上
原
城
」
と
あ
る
。
上
原
城

に
つ
い
て
は
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）
成
立
の
河
野
守
弘
編
『
下
野
国
誌
』
所
収

「
壬
生
系
図
」
に

寛
正
三
年
、
壬
午
十
月
、
壬
生
筑
後
守
胤
業
は
じ
め
て
築
く
、
壬
生
氏
住
す
る
に

依
り
て
、
当
所
を
壬
生
と
云
、
古
名
は
上
ノ
原
と
い
い
し
所
な
り
。

と
あ
り
、
壬
生
胤
業
の
築
城
・
居
住
に
よ
り
地
名
が
「
上
ノ
原
」
か
ら
「
壬
生
」

に
変
更
さ
れ
た
と
し
て
い
る
。

そ
こ
で
胤
業
に
つ
い
て
み
る
と
、『
壬
生
家
譜
』・『
一
色
文
書
』
に
み
え
る
「
壬

生
氏
略
系

（
（2
（

」
や
『
下
野
国
誌
』
な
ど
に
よ
る
と
、
胤
業
は
永
享
二
年
（
一
四
三
〇
）

生
ま
れ
、
京
都
の
壬
生
官
務
家
（
小
槻
氏
）
出
身
で
、
寛
正
三
年
（
一
四
六
二
）
に

武
家
を
志
し
て
下
野
に
下
向
し
、
壬
生
新
町
堀
の
内
に
城
館
を
築
い
た
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
こ
の
出
自
に
つ
い
て
は
す
で
に
『
壬
生
町
史
』
な
ど
で
疑
問
が
呈
さ

れ
、
宇
都
宮
氏
配
下
の
横
田
氏
の
一
族
で
あ
っ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
て
い
る（

（2
（

。

ま
た
『
鹿
沼
市
史
』
に
よ
れ
ば
、
栃
木
県
真
岡
市
寺
内
に
所
在
す
る
荘
厳
寺
所
蔵

不
動
明
王
像
の
胎
内
文
書
の
印
仏
か
ら
「
ミ
ふ
殿
」
と
記
載
さ
れ
た
願
文
が
小
山
・

中
里
な
ど
、
周
辺
地
名
を
冠
し
た
在
地
領
主
の
名
を
記
し
た
文
書
と
と
も
に
発
見
さ

れ
た
。
印
仏
は
貞
和
五
年
（
一
三
四
九
）
八
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
も
の

で
あ
り
、
印
仏
の
用
紙
と
し
て
再
利
用
さ
れ
た
仮
名
暦
が
康
永
四
年
（
一
三
四
五
）

か
ら
貞
和
三
年
（
一
三
四
七
）
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
南
北
朝
中
期
に
「
ミ
ふ

殿
」
と
よ
ば
れ
た
在
地
領
主
が
存
在
し
た
事
が
明
ら
か
で
あ
る
と
す
る（

（2
（

。

「
熊
倉
系
図
」
で
は
胤
業
は
下
野
壬
生
氏
の
一
族
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
前

代
「
房
氏
」
に
「
鎌
倉
時
」
と
尻
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
「
鎌
倉
殿
」
と
同

様
に
源
頼
朝
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
胤
業
の
生
存
時
期
と
は
三
〇
〇
年
ほ
ど
の
差
が

あ
る
。「
熊
倉
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
後
の
熊
倉
末
代
は
壬
生
家
に
仕
え
て
お
り
、
こ

の
こ
と
か
ら
胤
業
を
自
分
の
系
図
に
加
え
た
可
能
性
が
強
い
だ
ろ
う
。
鈴
木
真
年
は

『
百
家
系
図
稿
』
編
纂
時
に
こ
の
矛
盾
に
気
づ
き
、「
此
間
九
代
」
と
追
記
し
た
の
で

あ
ろ
う
。

以
上
、
Ａ
系
統
の
系
譜
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
間
接
的
に
他
の
史
料
で
確
認
で

き
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
、
系
図
の
作
成
に
際
し
、
様
々
な
史
料
を
利
用
し
た
可
能

性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）〈
Ｂ
系
統
〉
上
野
国
甘
楽
郡
居
住
の
氏
族
（
真
牧
～
仲
道
）

次
に
、
Ｂ
系
統
と
し
て
上
野
国
甘
楽
郡
へ
移
住
し
た
氏
族
に
つ
い
て
見
て
い
こ

う
。
対
象
は
真
牧
か
ら
仲
道
ま
で
の
二
十
三
名
で
あ
る
。

①
真
牧

尻
付
に
「
従
七
上　

上
野
国
甘
楽
郡
主
政
」
と
あ
り
、
下
野
国
都
賀
郡
か
ら
上
野

国
甘
楽
郡
主
政
に
任
用
さ
れ
た
と
す
る
。
郡
司
氏
族
が
比
郡
の
郡
司
と
し
て
任
命
さ

れ
る
こ
と
は
、
次
の
史
料
か
ら
確
認
さ
れ
る
。

（
史
料
９
）『
続
日
本
紀
』
巻
三　

大
宝
三
年
（
七
〇
三
）
三
月
丁
丑
条

丁
丑
。
下
制
曰
。
依
レ
令
。
国
博
士
於
二
部
内
及
傍
国
一
取
用
。
然
温
故
知
新
。

希
レ
有
二
其
人
一
。
若
傍
国
無
レ
人
二
採
用
一
。
則
申
レ
省
。
然
後
省
選
擬
。
更
請
二
處

分
一
。
又
有
三
才
堪
二
郡
司
一
。
若
当
郡
有
二
三
等
已
上
親
一
者
。
聴
レ
任
二
比
郡
一
。
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こ
の
史
料
か
ら
、
才
能
が
あ
る
三
等
親
以
上
の
人
物
が
郡
司
氏
族
に
い
た
場
合
、

比
郡
の
郡
司
に
任
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
。
実
際
に
比
郡
へ
任
命
さ
れ
る
例

も
史
料
か
ら
確
認
で
き
る
が（

（2
（

、
こ
の
例
は
下
野
国
芳
賀
郡
か
ら
足
利
郡
少
領
と
い
う

下
野
国
内
で
の
移
動
で
あ
り
、「
熊
倉
系
図
」
に
み
る
よ
う
な
、
下
野
国
か
ら
上
野

国
と
い
う
、
国
を
越
え
て
郡
司
職
に
就
任
す
る
例
は
他
に
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
下
野

国
都
賀
郡
と
上
野
国
甘
楽
郡
の
間
に
は
十
郡
以
上
の
郡
が
存
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら

の
郡
を
飛
び
越
え
て
郡
司
職
に
就
く
可
能
性
は
殆
ど
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

②
石
道

尻
付
に
は
「
外
散
位　

正
八
上　

貞
観
十
二
年
八
月
十
五
日
乙
未
改
公
賜
壬
生
朝

臣
姓　

仁
和
元
年
十
一
月
二
十
五
日
死
七
十
二
才
」
と
あ
る
。
石
道
に
つ
い
て
は
次

の
史
料
に
記
載
が
み
ら
れ
る
。

（
史
料
10
）『
日
本
三
代
実
録
』
巻
十
八　

貞
観
十
二
年
（
八
七
〇
）
八
月
十
五
日

乙
未
条

十
五
日
乙
未
。上
野
国
群
馬
郡
外
散
位
正
八
位
上
壬
生
公
石
道
賜
二
姓
壬
生
朝
臣
一
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
貞
観
十
二
年
に
群
馬
郡
を
本
貫
と
し
た
壬
生
公
石
道
は
公
姓
か

ら
朝
臣
姓
へ
と
賜
姓
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
百
家
系
図
稿
』
に
「
群
馬
郡
人
」

と
注
記
さ
れ
る
の
は
こ
の
史
料
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
真
年
に
よ
る
追
記
と
捉

え
て
良
い
だ
ろ
う
。

石
道
が
群
馬
郡
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
真
牧
以
降
、
こ
の
氏
族
は
下
野
国

都
賀
郡
→
上
野
国
甘
楽
郡
→
上
野
国
群
馬
郡
へ
と
移
動
し
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
次

の
高
継
に
は
「
甘
楽
郡
司
少
領
」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
再
び
上
野
国
甘
楽
郡
へ

と
移
動
し
た
こ
と
と
な
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
頻
繁
な
移
住
は
古
代
に
お
い
て
殆
ど
見

ら
れ
ず
、
Ｂ
系
統
の
系
譜
が
疑
わ
れ
る
部
分
で
あ
る
。
ま
た
、
宗
道
・
相
道
に
は
「
郡

司
判
官
代
」、
仲
道
に
は
「
従
七
上　

武
蔵
少
掾　

目
代
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
。

以
上
、
Ｂ
系
統
に
つ
い
て
み
る
と
、
真
牧
が
下
野
国
か
ら
上
野
国
へ
と
移
住
し
、

さ
ら
に
石
道
の
代
に
群
馬
郡
に
移
動
、
そ
し
て
高
継
以
降
は
ま
た
甘
楽
郡
へ
と
移
動

し
て
い
る
点
に
疑
問
が
残
る
。
詳
細
な
注
記
が
あ
る
石
道
に
つ
い
て
も
ほ
ぼ
（
史
料

10
）
に
則
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
独
自
の
死
亡
記
事
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
系
譜
と

し
て
の
信
憑
性
は
低
い
と
い
え
よ
う
。

（
三
）〈
Ｃ
系
統
〉
上
野
国
甘
楽
郡
熊
倉
村
居
住
の
氏
族
（
仲
景
～
吉
政
）

Ｃ
系
統
は
上
野
国
甘
楽
郡
熊
倉
へ
居
住
し
た
仲
景
以
降
、
吉
政
ま
で
三
十
六
名
を

取
り
上
げ
る
。

①
仲
景

尻
付
に
「
熊
倉
壬
太　

住
甘
楽
郡
熊
倉
村　

千
葉
合
戦
源
頼
信
随
兵
勲
功
」
と
あ

る
。千

葉
合
戦
と
は
、
長
元
元
年
（
一
〇
二
八
）
か
ら
同
四
年
（
一
〇
三
一
）
に
か
け

て
起
こ
っ
た
平
忠
常
の
乱
を
指
す
。
仲
景
は
こ
の
時
、
源
頼
信
に
従
っ
て
勲
功
を
挙

げ
た
と
し
て
い
る
。

源
頼
信
（
安
和
元
年
〈
九
六
八
〉
─
永
承
三
年
〈
一
〇
四
八
〉）
は
源
満
仲
の
子

で
河
内
源
氏
の
祖
と
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
平
忠
常
の
乱
の
際
に
は
甲
斐
守
に
任
じ

ら
れ
て
い
た
（
長
元
二
年
〈
一
〇
二
九
〉
─
長
元
五
年
〈
一
〇
三
二
〉）。
頼
信
に
忠

常
追
討
の
宣
旨
が
下
っ
た
の
は
長
元
三
年
（
一
〇
三
〇
）
九
月
で
あ
り（

（3
（

、
乱
の
平
定

後
、
頼
信
が
そ
の
功
績
に
よ
り
位
階
を
授
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら（

（3
（

、
こ
の
前

後
に
仲
景
も
勲
功
を
得
た
と
思
わ
れ
る
。
源
頼
信
は
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
九
月

二
日
か
ら
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
二
月
頃
ま
で
上
野
介
と
し
て
任
官
し
て
お
り
、

こ
の
点
に
注
目
す
れ
ば
、
頼
信
が
上
野
介
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
仲

景
は
頼
信
と
主
従
関
係
を
結
ん
だ
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

さ
て
、
仲
景
が
移
住
し
た
熊
倉
は
現
在
の
群
馬
県
甘
楽
郡
南
牧
村
熊
倉
と
考
え
ら

れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
古
代
東
山
道
が
上
野
国
か
ら
碓
氷
峠
を
越
え
て
信
濃
国
へ
と

向
か
う
ル
ー
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
熊
倉
か
ら
余
地
峠
を
通
り
信
濃
・
甲
斐
・
上
野
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を
結
ぶ
熊
倉
道
の
ル
ー
ト
が
古
く
よ
り
存
在
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る（

（3
（

。
時
代
は
下
る

が
江
戸
時
代
に
は
南
牧
道
（
熊
倉
道
）
に
砥
沢
関
所
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
熊
倉
は

交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
熊
倉
を
含
む
現
在
の
下
仁

田
か
ら
南
牧
地
域
に
か
け
て
は
古
代
に
塩
山
牧
が
設
置
さ
れ
、
馬
が
飼
育
さ
れ
て
い

た
こ
と
も
重
要
で
あ
る（

（3
（

。
仲
景
が
い
つ
頃
甘
楽
郡
熊
倉
村
に
居
住
し
た
の
か
は
不
明

で
あ
る
が
、
あ
る
い
は
忠
常
の
乱
の
勲
功
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
。

②
貫
景

尻
付
に
は
「
同
（
熊
倉
）
二
郎　

康
平
奥
州
合
戦　

従
頼
義
有
軍
功
」
と
あ
る
。

康
平
奥
州
合
戦
と
は
、
永
承
六
年
（
一
〇
五
一
）
か
ら
康
平
五
年
（
一
〇
六
二
）

に
起
こ
っ
た
前
九
年
の
役
に
お
け
る
康
平
五
年
の
合
戦
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
こ
の

合
戦
で
鎮
守
府
将
軍
源
頼
義
（
永
延
二
年
〈
九
八
八
〉
─
承
保
二
年
〈
一
〇
七
五
〉）

は
清
原
光
頼
・
武
則
兄
弟
と
連
合
し
て
安
倍
氏
を
追
討
し
た
。
源
頼
義
は
前
述
の
源

頼
信
の
嫡
男
で
あ
り
、
こ
の
合
戦
に
貫
景
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
は
、
頼
信
と
父
仲

景
の
主
従
関
係
を
以
後
も
存
続
し
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
『
百
家
系
図
稿
』
に
は
「
鎮
守
府
軍
曹
」
と
の
注
記
が
み
ら
れ
る
。
郡
領
氏

族
が
鎮
守
府
軍
曹
へ
任
用
さ
れ
る
例
は
史
料
上
で
も
確
認
で
き（

（3
（

、
可
能
性
は
あ
る
と

思
う
が
、『
百
家
系
図
稿
』
の
み
の
注
記
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
私
見
と
し
て
は

源
頼
義
が
鎮
守
府
将
軍
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
真
年
が
編
纂
時
に
「
鎮
守
府
軍
曹
」

を
追
記
し
た
と
考
え
た
い
。

③
忠
村

尻
付
に
「
又
太
郎　

平
治
合
戦
従
義
朝
討
死
」
と
あ
り
、
平
治
元
年
（
一
一
五
九
）

に
起
こ
っ
た
平
治
の
乱
に
お
い
て
源
義
朝
に
従
っ
て
討
死
し
た
と
す
る
。
史
料
で
名

前
は
確
認
で
き
な
い
が
、
河
内
源
氏
と
の
主
従
関
係
が
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
。そ

の
他
、
常
忠
か
ら
吉
政
ま
で
は
、
例
え
ば
秀
宗
に
は
「
熊
倉
太
郎　

承
久
合
戦

宇
治
川
溺
死
」
と
承
久
三
年
（
一
二
二
一
）
に
起
こ
っ
た
承
久
の
乱
に
お
い
て
宇
治

川
の
戦
い
で
溺
死
し
た
と
注
記
さ
れ
、
吉
政
に
は
「
木
工
右
衛
門
尉　

元
弘
乱
属
新

田
義
貞
竹
下
合
戦
討
死
」
と
、
元
弘
の
乱
に
お
い
て
新
田
義
貞
に
属
し
、
建
武
二
年

（
一
三
三
五
）
の
箱
根
竹
下
の
戦
い
に
お
い
て
討
死
し
た
と
の
記
載
が
あ
る
が
、
史

料
で
確
認
で
き
る
も
の
は
な
く
不
明
で
あ
る
。

Ｃ
系
統
は
合
戦
へ
の
参
加
記
載
が
多
く
、
史
料
上
で
確
認
で
き
る
者
は
い
な
い
。

た
だ
し
、
系
譜
上
の
不
備
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
甘
楽
郡
熊
倉
へ
の
移
住
の
契
機
を

平
忠
常
の
乱
の
勲
功
に
よ
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、
信
頼
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

吉
政
の
次
の
家
宗
の
代
に
下
野
国
都
賀
郡
野
木
へ
と
移
住
し
た
の
は
元
弘
の
乱
に
お

け
る
敗
戦
が
契
機
と
な
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ま
た
〈
Ｃ̓
系
統
〉
佐
野
居
住
の
氏
族
に
つ
い
て
み
て
い
く
と
、
長
忠
に
は
「
佐
野

三
郎
兵
衛
」、
長
世
に
は
「
右
衛
門
尉
」
の
尻
付
が
付
さ
れ
て
い
る
。
宝
賀
は
『
百

家
系
図
稿
』
の
「
佐
野
庄
領
」
の
注
記
か
ら
、
こ
の
佐
野
を
群
馬
郡
佐
野
村
（
高
崎

市
佐
野
）
と
考
え
、
一
六
世
紀
初
頭
頃
に
完
成
し
た
謡
曲
「
鉢
の
木
」
に
み
え
る
佐

野
源
左
衛
門
常
世
と
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、「
佐
野
庄
領
」
の
記
載
は

『
百
家
系
図
稿
』
に
の
み
見
ら
れ
る
も
の
で
、
追
記
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
た
め

本
論
で
は
保
留
と
し
た
い
。

（
四
）〈
Ｄ
系
統
〉
下
野
国
都
賀
郡
野
木
居
住
の
氏
族
（
家
宗
～
吉
久
）

Ｄ
系
統
は
下
野
国
都
賀
郡
野
木
居
住
の
氏
族
で
、
家
宗
か
ら
吉
久
ま
で
の
十
六
名

で
あ
る
。

①
野
木
神
社
神
官
の
系
譜

家
宗
の
尻
付
に
は
「
式
部
丞　

熊
倉
三
郎　

下
野
国
都
賀
郡
移
住　

野
木
大
明
神

神
主
」
と
あ
る
。
Ｄ
系
統
で
は
家
宗
・
吉
宗
・
重
宗
・
房
宗
の
四
代
に
渉
り
、
野
木

社
の
神
主
や
社
務
を
勤
め
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
野
木
大
明
神
と
は
、
現
在
栃
木
県
下
都
賀
郡
野
木
町
野
木
字
宮
本
に
所
在
す

る
野
木
神
社
を
指
す
。
野
木
神
社
は
野
木
宮
と
も
い
わ
れ
、
旧
郷
社
で
あ
る
。
主
祭
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神
は
菟
道
稚
郎
子
命
、
配
神
は
気
長
足
姫
命
・
誉
田
別
命
・
田
心
姫
命
・
湍
津
姫
命
・

市
杵
島
姫
命
を
祀
る
。
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
成
立
の
『
野
木
大
明
神
由
来
』
に

よ
れ
ば
、
仁
徳
天
皇
代
に
下
野
国
造
奈
良
別
命
が
、
菟
道
稚
郎
子
命
の
遺
骸
を
現
社

地
の
西
方
約
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
台
手
亟
（
だ
い
て
ば
こ
）
に
葬
り
祀
っ
た
の
が
初

め
と
い
う
。
の
ち
延
暦
年
間
（
七
八
二
─
八
〇
六
）
に
大
伴
弟
麻
呂
・
坂
上
田
村
麻

呂
に
よ
り
奥
州
遠
征
の
帰
途
、
報
賽
と
し
て
社
殿
を
建
立
し
た
と
伝
え
る
。『
吾
妻

鏡
』
治
承
五
年
（
一
一
八
一
）
閏
二
月
二
三
日
条
に
は
「
野
木
宮
」
が
み
え
、
文
治

元
年
（
一
一
八
五
）
源
頼
朝
は
野
木
宮
に
寒
川
郡
を
寄
進
し
た
と
さ
れ
る
（
同
二
年

九
月
三
十
日
条
）。

野
木
神
社
に
伝
来
す
る
史
料
の
う
ち
、
寛
正
二
年
（
一
四
六
一
）
六
月
に
大
江
貞

元
が
著
し
た
『
野
木
宮
由
来
』
に
よ
る
と
、
神
官
は
野
木
氏
が
勤
め
て
い
た
よ
う
で

あ
る
が
、
康
暦
二
年
（
一
三
八
〇
）
夏
に
下
野
国
守
護
の
小
山
義
政
が
宇
都
宮
基
綱

を
敗
死
さ
せ
る
と
、
鎌
倉
公
方
足
利
氏
満
の
怒
り
を
買
い
、
追
討
さ
れ
た
。
こ
の
時
、

義
政
に
従
っ
て
神
務
野
木
凞
友
や
熊
倉
十
郎
宗
実
な
ど
が
古
河
の
渡
に
出
て
防
戦
し

た
が
、
そ
の
際
に
放
火
さ
れ
、
野
木
宮
は
全
焼
し
た
。
明
徳
三
年
（
一
三
九
二
）
頃

再
興
す
る
も
、
永
享
一
二
年
（
一
四
四
〇
）
の
結
城
合
戦
に
よ
り
神
官
野
木
常
友
が

討
死
し
、
社
領
を
没
収
さ
れ
た
と
い
う（

（3
（

。

ま
た
、
文
政
七
年
（
一
八
二
四
）
七
月
に
成
立
し
た
も
う
一
つ
の
「
野
木
宮
由
来
」

に
よ
る
と
、
上
記
の
由
来
の
他
、
寛
正
年
間
（
一
四
六
〇
─
一
四
六
六
）
以
後
の
□

□
十
二
年
に
、
野
木
凞
直
の
少
男
長
丸
が
熊
倉
民
部
宗
景
・
塚
田
兵
庫
慶
格
の
助
力

を
得
て
野
木
宮
を
再
興
し
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
奥
州
合
図
上
杉
景
勝
討
伐

の
際
、
家
康
よ
り
社
領
一
五
石
、
除
地
一
町
三
反
を
与
え
ら
れ
た
と
あ
る（

（3
（

。
後
の
史

料
で
は
あ
る
が
、
元
文
三
年
（
一
七
三
八
）
に
野
木
宮
神
主
の
海
老
沼
兵
庫
助
が
著

し
た
『
野
木
宮
要
談
記
』
に
は
小
山
家
南
方
惣
押
し
と
し
て
熊
倉
民
部
丞
と
塚
田
兵

庫
介
が
代
々
野
木
宮
に
出
張
勤
番
し
て
い
た
が
、
天
正
三
年
（
一
五
七
五
）
に
小
山

氏
が
滅
亡
し
た
後
、
熊
倉
民
部
丞
が
、
野
木
に
と
ど
ま
っ
た
と
あ
り
注
目
さ
れ
る（

（3
（

。

二
冊
の
『
野
木
宮
由
来
』
は
誤
記
も
多
く
、
検
討
が
必
要
な
史
料
で
あ
る
が
、
両

者
と
も
康
暦
二
年
の
記
事
に
つ
い
て
、
小
山
家
の
家
臣
と
し
て
熊
倉
十
郎
宗
実
の
名

を
挙
げ
て
い
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。「
熊
倉
系
図
」
に
は
「
宗
実
」
の
名
は
見
ら

れ
な
い
も
の
の
、
Ｄ
系
統
の
人
物
名
に
は
「
宗
」
が
多
く
み
ら
れ
る
こ
と
を
鑑
み
れ

ば
、
世
代
的
に
家
宗
・
吉
宗
・
重
宗
あ
た
り
に
比
定
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
、
野
木
宮
を
再
興
し
た
と
す
る
小
山
家
家
臣
熊
倉
民
部
宗
景
に
つ
い
て

は
、
名
前
の
類
似
性
か
ら
「
熊
倉
系
図
」
に
み
ら
れ
る
「
景
宗
」
が
注
目
さ
れ
る
。「
景

宗
」
に
は
「
仕
小
山
家
」
と
注
記
が
あ
り
、
小
山
家
に
仕
え
て
い
た
こ
と
も
一
致
す

る
こ
と
か
ら
、
宗
景
と
景
宗
は
同
一
人
物
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

『
野
木
宮
要
談
記
』
で
は
、
小
山
家
滅
亡
後
、
熊
倉
民
部
丞
は
野
木
に
と
ど
ま
っ

た
と
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
時
代
に
は
現
在
野
木
神
社
の
神
職
を
務
め
る
海
老
沼
家

（
も
と
野
木
氏
）
と
熊
倉
家
に
よ
っ
て
神
職
が
世
襲
さ
れ
て
お
り
、
海
老
沼
家
も
小

山
氏
の
旧
臣
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら（

（3
（

、
野
木
宮
の
神
職
は
「
熊
倉
系
図
」
の
景
宗
系
統

へ
引
き
継
が
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　

ま
た
江
戸
時
代
に
設
置
さ
れ
た
野
木
宿
の
本
陣
と
脇
本
陣
は
熊
倉
家
が
務
め
て
お

り
、
現
代
ま
で
残
っ
て
い
る
。
こ
の
熊
倉
氏
に
つ
い
て
は
、
藤
原
秀
郷
を
祖
と
す
る

系
図
が
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る（

（3
（

。
た
だ
し
、
残
さ
れ
た
史
料
か
ら
野
木
神
社
の

社
務
な
ど
を
務
め
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り（

（4
（

、
前
述
の
景
宗
系
統
で
あ
る
可
能

性
も
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

②
壬
生
家
家
臣
の
系
譜

「
熊
倉
系
図
」
に
は
、
吉
重
が
初
代
壬
生
筑
後
守
胤
業
、
宗
家
は
二
代
壬
生
筑
後

守
綱
重
、
吉
基
は
三
代
壬
生
中
務
少
輔
綱
房
、
吉
久
は
四
代
壬
生
中
務
大
輔
綱
雄
に

そ
れ
ぞ
れ
仕
え
た
と
あ
る
。
壬
生
家
は
五
代
義
雄
の
時
に
滅
亡
し
た
が
、
旧
臣
達
は

そ
の
後
も
京
都
の
壬
生
官
務
家
と
関
係
を
も
ち
、
菩
提
寺
で
あ
る
常
楽
寺
（
栃
木
県

下
都
賀
郡
壬
生
町
所
在
）
な
ど
で
行
う
法
要
な
ど
の
史
料
に
も
壬
生
の
旧
臣
達
と
壬

生
官
務
家
と
の
関
わ
り
が
確
認
で
き
る（

（4
（

。
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こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
、『
壬
生
家
盛
衰
記
』
に
見
ら
れ
る
今
宮
神
社
棟
札
の

写
し
で
あ
る（

（4
（

。

（
史
料
11
）「
今
宮
棟
札
写
」（『
壬
生
家
盛
衰
記
』
所
収
）

　

天
文
龍
集
甲
午
三
年

奉
新
造
御
神
領
惣
政
所
壬
生
下
総
守
綱
房

　
　

綱
房
第
二
男
年
数
十
七

当
御
留
主
坐
禅
院
昌
膳
阿
闍
梨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

惣
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黒
河
刑
部
丞
房
朝

　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
屋
奉
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

染
谷
兵
部
少
輔
村
胤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
貫
内
匠
助
昌
秀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
倉
内
匠
助
吉
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
工

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
野
淡
路
守
重
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
下
略
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
天
文
三
年
（
一
五
三
四
）
に
第
三
代
壬
生
綱
房
は
今
宮
権
現
を

新
造
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
木
屋
奉
行
と
し
て
「
熊
倉
内
匠
助
吉
久
」
の
名
が
見

え
て
い
る
。
こ
の
吉
久
は
「
熊
倉
系
図
」
に
「
木
工
頭
」
と
し
て
み
え
る
吉
久
と
名

前
が
一
致
す
る
。「
熊
倉
系
図
」
の
吉
久
の
尻
付
に
は
第
四
代
綱
雄
に
仕
え
た
と
あ

る
が
、
お
そ
ら
く
綱
房
・
綱
雄
の
二
代
に
渉
っ
て
仕
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
世
代

的
に
も
符
合
し
て
お
り
、
同
一
人
物
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

③
そ
の
他

徳
宗
に
は
「
吉
田
孫
左
衛
門
」
の
尻
付
が
あ
り
、
都
賀
郡
内
の
吉
田
（
現
下
野
市

上
吉
田
・
下
吉
田
・
本
吉
田
）
の
地
名
に
基
づ
く
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。『
百
家

系
図
稿
』
に
は
「
宇
都
宮
ニ
住　

紋
ツ
タ
」
と
注
記
さ
れ
る
が
、
鈴
木
真
年
に
よ
り

付
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、
Ｄ
系
統
は
野
木
宮
の
神
主
・
社
務
を
連
任
し
た
の
ち
、
景
宗
は
小
山
家
、

吉
重
以
降
は
壬
生
家
に
仕
え
た
こ
と
が
見
え
、「
熊
倉
系
図
」
に
は
記
載
が
な
い
が
、

景
宗
系
統
が
野
木
宮
の
神
職
を
受
け
継
い
で
い
っ
た
と
考
え
た
。

一
方
、
吉
重
以
降
の
系
譜
に
つ
い
て
は
吉
久
が
他
の
史
料
に
も
見
え
る
こ
と
か

ら
、
壬
生
家
の
家
臣
と
し
て
仕
え
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。「
熊
倉
系
図
」
は
吉
久

の
代
で
終
わ
っ
て
い
る
が
、
系
図
の
線
は
吉
久
の
下
に
も
引
か
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
す
れ
ば
、
こ
の
系
図
は
吉
久
に
関
係
す
る
人
々
を
主
体
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
五
）〈
Ｅ
系
統
〉
上
野
国
甘
楽
郡
高
尾
居
住
の
氏
族
（
仲
泰
～
道
重
）

Ｅ
系
統
は
上
野
国
甘
楽
郡
高
尾
居
住
の
氏
族
で
、
仲
泰
か
ら
道
重
ま
で
の
二
十
二

名
で
あ
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
地
名
の
高
尾
と
は
現
群
馬
県
富
岡
市
上
高
尾
・
下
高

尾
附
近
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
富
岡
市
下
高
尾
字
六

年
に
現
存
す
る
仁
治
四
年
（
一
二
四
三
）
の
銘
文
を
も
つ
板
碑
で
あ
る
。
今
は
「
仁

治
の
碑
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
図
４
）。

こ
の
碑
は
径
三
七
㎝
の
円
光
内
に
、
金
剛
界
五
仏
と
薬
師
如
来
を
梵
字
で
縦
に
二

列
刻
む
。
そ
の
下
に
は
横
書
で
「
仁
治
四
年
大
歳
癸
卯
二
月
廿
六
日
」
と
刻
み
、
下

段
を
六
段
に
分
け
て
壬
生
姓
五
名
、
小
野
姓
三
名
、
物
部
姓
一
名
、
藤
原
姓
六
名
、

安
部
姓
一
名
、
春
日
姓
二
名
、
大
宅
姓
一
名
、
六
人
部
姓
二
名
等
解
読
不
能
も
含
め

て
二
十
余
名
の
姓
名
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、
刻
ま
れ
た
五
名
の
壬
生
氏
の
名
前
を
挙
げ
れ
ば
、
壬
生
忠
家
・
壬
生
□

□
・
壬
生
文
重
・
壬
生
安
久
・
壬
生
助
□
で
あ
る
が
、「
熊
倉
系
図
」
に
み
ら
れ
る

人
名
と
一
致
す
る
者
が
二
名
（
忠
家
・
文
重
）
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
ま
た
、

碑
に
見
え
る
安
久
や
助
□
に
つ
い
て
も
似
た
人
名
が
「
熊
倉
系
図
」
に
確
認
で
き
る

の
で
あ
る
（
安
文
・
安
家
・
助
家
・
助
兼
）。
こ
れ
ら
の
人
々
は
系
譜
上
で
も
ほ
ぼ
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同
世
代
で
あ
り
、
時
代
的
に
も
仁
治
を
含
む
一
三
世
紀
前
半
あ
た
り
が
想
定
さ
れ

る
。
よ
っ
て
、
仁
治
の
碑
に
刻
ま
れ
た
壬
生
氏
の
人
名
は
「
熊
倉
系
図
」
に
記
載
さ

れ
た
人
々
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

ま
た
「
熊
倉
系
図
」
に
お
い
て
合
致
す
る
人
名
を
み
る
と
、
Ｅ
系
統
の
人
々
に
加

え
、
Ｃ
系
統
の
人
々
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
仁
治
の
碑
に
つ
い
て
は
、
上
野
国
一

宮
で
あ
る
貫
前
神
社
を
中
心
と
し
た
一
族
の
結
縁
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
て
い
る
こ
と
を
鑑
み
れ
ば（

（4
（

、
十
一
世
紀
に
甘
楽
郡
内
で
居
住
を
分
け
た
Ｅ
系
統

（
高
尾
）
と
Ｃ
系
統
（
熊
倉
）
の
人
々
が
十
三
世
紀
に
お
い
て
も
一
族
と
し
て
の
つ

な
が
り
を
保
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

（
六
）〈
Ｆ
系
統
〉
江
口
移
住
の
氏
族
（
季
安
～
昌
寿
）

Ｆ
系
統
は
江
口
に
移
住
し
た
氏
族
で
あ
り
、
季
安
か
ら
昌
寿
ま
で
の
二
十
名
で
あ

る
。季

安
に
つ
い
て
は
尻
付
に
「
彦
太
郎　

江
口
太
郎　

鎌
倉
殿
江
口
庄
地
頭
」
と
あ

り
、
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
前
半
に
江
口
庄
の
地
頭
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
後
正
兼
が
足
利
尊
氏
に
従
い
文
和
四
年
（
一
三
五
五
）
三
月
の
東
寺
合
戦

で
討
死
し
、
息
子
の
正
春
は
尊
氏
の
家
臣
で
あ
る
足
利
式
部
丞
家
兼
（
斯
波
家
兼
）

（
徳
治
三
年
〈
一
三
〇
八
〉
─
延
文
元
年
〈
一
三
五
六
〉）
に
属
し
た
と
あ
る
。

Ｆ
系
統
の
人
々
に
つ
い
て
は
江
口
庄
の
所
在
も
含
め
、
殆
ど
不
明
で
あ
る
が
、
昌

寿
ま
で
の
記
載
に
乱
れ
な
ど
は
な
く
、
信
憑
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
、「
熊
倉
系
図
」
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
た
が
、
次
に
「
熊
倉

系
図
」
作
成
の
時
期
と
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
。

四
．「
熊
倉
系
図
」
の
作
成
と
伝
来

（
一
）「
熊
倉
系
図
」
の
作
成

「
熊
倉
系
図
」
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
ま
と
め
る
と
、
次
の
通

り
で
あ
る
。

①
「
熊
倉
系
図
」
は
現
存
の
状
況
か
ら
鈴
木
真
年
ら
に
よ
る
偽
作
と
は
考
え
ら
れ

ず
、
原
系
図
の
存
在
が
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
『
百
家
系
図
稿
』
収
載
の
「
熊
倉
系
図
」

に
は
、
鈴
木
真
年
が
編
纂
し
た
際
に
施
し
た
追
記
が
確
認
で
き
、
よ
り
原
系
図
に
近

い
の
は
『
諸
系
譜
』
収
載
の
「
熊
倉
系
図
」
で
あ
る
。

②
「
熊
倉
系
図
」
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
、

・
Ａ
系
統
の
系
図
は
そ
の
多
く
が
文
献
史
料
の
記
載
を
基
に
記
さ
れ
て
い
る
。

図
４　

仁
治
の
碑
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・
Ｂ
系
統
は
下
野
国
都
賀
郡
か
ら
上
野
国
甘
楽
郡
へ
の
移
動
を
示
す
も
の
で
あ
る

が
、
こ
の
よ
う
な
移
動
は
現
実
的
で
は
な
く
、
ま
た
群
馬
郡
人
の
石
道
を
掲
載
し
て

い
る
点
な
ど
、
系
譜
上
に
問
題
が
み
ら
れ
る
。

・
Ｃ
系
統
は
熊
倉
移
住
記
事
を
含
み
、
熊
倉
氏
の
基
礎
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
史

料
上
で
確
認
で
き
る
者
は
い
な
い
が
、
系
譜
上
の
不
備
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、
甘
楽

郡
熊
倉
へ
の
移
住
の
契
機
を
平
忠
常
の
乱
の
勲
功
に
よ
る
も
の
と
考
え
れ
ば
、
信
頼

で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

・
Ｄ
系
統
は
下
野
国
都
賀
郡
野
木
へ
と
移
住
し
た
氏
族
で
あ
る
が
そ
の
契
機
と
し

て
前
代
の
吉
政
の
元
弘
の
乱
に
お
け
る
敗
戦
が
考
え
ら
れ
る
。
移
住
後
、
野
木
宮
の

神
主
・
社
務
を
連
任
し
た
の
ち
、
景
宗
は
小
山
家
、
吉
重
以
降
は
壬
生
家
に
仕
え
た

が
、「
景
宗
」
に
つ
い
て
『
野
木
宮
由
来
』
に
み
ら
れ
る
宗
景
と
同
一
人
物
で
あ
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
「
熊
倉
系
図
」
に
は
記
載
が
な
い
が
、
景

宗
系
統
が
野
木
宮
の
神
職
を
受
け
継
い
で
い
っ
た
。
吉
重
以
降
の
系
譜
に
つ
い
て
は

吉
久
の
名
が
今
宮
棟
札
銘
か
ら
も
確
認
で
き
、
壬
生
家
の
家
臣
と
し
て
仕
え
た
こ
と

が
確
認
で
き
る
。
ま
た
吉
久
の
下
に
も
系
図
線
が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
熊

倉
系
図
」
が
吉
久
に
関
係
す
る
人
々
を
主
体
と
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。・

Ｅ
系
統
は
甘
楽
郡
高
尾
所
在
の
熊
倉
氏
で
あ
る
が
、
仁
治
の
碑
に
見
え
る
人
名

と
Ｃ
系
統
・
Ｅ
系
統
の
人
名
が
ほ
ぼ
一
致
し
て
お
り
、
実
在
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
、

十
一
世
紀
に
甘
楽
郡
内
で
居
住
を
分
け
た
Ｅ
系
統
（
高
尾
）
と
Ｃ
系
統
（
熊
倉
）
の

人
々
が
十
三
世
紀
に
お
い
て
も
一
族
と
し
て
の
つ
な
が
り
を
保
持
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

・
Ｆ
系
統
に
つ
い
て
は
史
料
で
確
認
で
き
る
も
の
は
な
い
が
、
系
譜
上
の
乱
れ
は

な
く
、
信
頼
で
き
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、「
熊
倉
系
図
」
は
い
つ
頃
、
ど
の
よ
う
に
作
成
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

上
記
の
考
察
内
容
か
ら
考
察
し
て
い
き
た
い
。

ま
ず
確
認
し
て
お
き
た
い
の
は
、
原
系
図
の
題
目
に
「
熊
倉
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
系
図
が
熊
倉
氏
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
吉
久
以

降
に
系
図
線
を
引
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
熊
倉
氏
の
う
ち
、
壬
生
家
に
仕
え
た
系
譜

の
者
に
よ
っ
て
作
図
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
期
は
不
明
と

い
う
他
は
な
い
が
、
Ｆ
系
統
の
江
口
氏
に
つ
い
て
も
、
系
図
の
記
載
内
容
か
ら
昌
寿

が
十
六
世
紀
後
半
か
ら
十
七
世
紀
初
頭
頃
の
人
物
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
早
く
と
も

十
七
世
紀
初
頭
以
後
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

次
に
「
熊
倉
系
図
」
の
内
容
を
見
て
い
く
と
、
Ｂ
系
統
に
つ
い
て
は
問
題
が
多
く
、

Ｃ
系
統
の
熊
倉
移
住
後
の
人
々
が
こ
の
系
譜
の
祖
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で

あ
ろ
う
。
ま
た
正
史
以
外
の
史
資
料
で
存
在
を
確
認
で
き
る
人
物
が
Ｄ
系
統
・
Ｅ
系

統
に
複
数
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
Ｃ
系
統
以
降
の
系
譜
に
つ
い
て
は
信
頼
が
お
け

る
も
の
と
考
え
る
。

次
に
Ａ
系
統
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
正
史
や
十
六
世
紀
ま
で
の
史
料
に
拠
っ

て
お
り
、
独
自
記
載
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
系
譜
と
し
て
の
信
頼
性
は
低
い
と
考
え

る
。
作
図
の
主
体
が
壬
生
家
に
仕
え
る
熊
倉
氏
で
あ
っ
た
こ
と
を
ふ
ま
え
る
と
、
胤

業
以
降
の
壬
生
氏
と
自
分
た
ち
と
の
つ
な
が
り
を
強
調
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
Ａ
系

統
を
作
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
中
で
、
下
野
国
の
壬
生
氏
と

し
て
有
名
な
円
仁
を
自
分
た
ち
の
系
譜
に
結
び
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
Ｂ
系
統

に
つ
い
て
は
、
Ａ
系
統
を
作
図
し
た
こ
と
に
よ
り
、
甘
楽
郡
へ
の
移
住
を
系
図
に
加

え
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
矛
盾
を
含
み
つ
つ
も
造
作
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）「
熊
倉
系
図
」
の
伝
来

そ
れ
で
は
、「
熊
倉
系
図
」
は
ど
の
よ
う
に
伝
来
し
て
、
現
在
我
々
が
目
に
す
る

こ
と
と
な
っ
た
の
か
と
い
う
点
を
考
え
た
い
。

壬
生
家
滅
亡
後
、
壬
生
家
家
臣
団
が
京
都
の
壬
生
官
務
家
と
関
係
を
保
っ
て
い
た

こ
と
は
先
に
述
べ
た
が
、
壬
生
家
の
家
臣
団
は
「
旧
臣
帳
」
な
ど
を
作
成
し
、
そ
の
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連
携
を
深
め
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
現
存
す
る
旧
臣
帳
を
確
認
し
て
み

る
と
、
熊
倉
氏
は
「
宇
都
宮
近
在
旧
臣
帳
」（
京
都
大
学
所
蔵
野
州
壬
生
文
書
）
に
、

西
鹿
沼
村
居
住
の
「
熊
倉
八
軒
」
と
み
え
、
ま
た
「
壬
生
義
雄
公
家
臣
席
順
姓
名
次

第
」（
国
分
寺
町　

永
井
峯
三
文
書
）
に
は
「
惣
目
付
」
と
し
て
「
熊
倉
佐
渡
」、「
小

姓
組
頭
」
と
し
て
「
熊
倉
角
兵
衛
」
な
ど
数
名
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
『
押
原
推
移

録
』
上
巻
に
も
記
載
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
壬
生
義
雄
公
家
臣
席
順
姓
名
次
第
」
の

記
載
か
ら
名
前
の
み
を
抜
き
出
し
た
も
の
で
あ
る（

（4
（

。

こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
現
在
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
所
蔵
さ
れ
る
「
壬
生
家

旧
臣
録
」
で
あ
る
（
請
求
番
号
二
〇
〇
一
─
七
）。
こ
の
史
料
は
現
在
鈴
木
叢
書
と

し
て
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
鈴
木
真
年
の
蔵
書
の
一
部
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
。「
壬
生
家
旧
臣
録
」
の
内
容
は
『
押
原
推
移
録
』
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
が
、

そ
の
巻
末
に
「
熊
倉
吉
久
裔　

熊
倉
吉
葛
写
之
」
と
い
う
記
載
が
見
ら
れ
る
の
で
あ

る
。す

な
わ
ち
、「
壬
生
家
旧
臣
録
」
を
写
し
た
熊
倉
吉
葛
は
「
熊
倉
系
図
」
に
み
る

熊
倉
吉
久
の
子
孫
を
名
乗
り
、
さ
ら
に
こ
の
本
を
鈴
木
真
年
が
所
蔵
し
て
い
た
こ
と

か
ら
、
吉
葛
と
真
年
は
何
ら
か
の
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ

る
。熊

倉
吉
葛
が
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
点
か

ら
、「
熊
倉
系
図
」
は
熊
倉
吉
葛
に
よ
っ
て
「
壬
生
家
旧
臣
録
」
と
と
も
に
鈴
木
の

も
と
に
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
の
原
系
図
を
中
田
憲
信
が
写
し
た
も
の
が
『
諸
系
譜
』
第
十
五
冊
の

「
熊
倉
系
図
」
と
な
り
、
鈴
木
真
年
が
原
系
図
を
利
用
し
て
追
記
を
行
っ
た
も
の
が

『
百
家
系
図
稿
』
巻
二
所
載
の
「
熊
倉
系
図
」
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

以
上
、「
円
仁
の
系
図
」
と
い
わ
れ
て
い
る
史
料
の
う
ち
、
主
に
「
熊
倉
系
図
」

に
つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
お
こ
な
っ
た
。
結
果
、
円
仁
の
系
図
と
し
て
の
信
頼
性

は
低
い
と
結
論
づ
け
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、「
熊
倉
系
図
」
が
明
治
期
に
偽
造
さ
れ

た
も
の
で
は
な
く
、
原
系
図
が
存
在
し
た
と
考
え
ら
れ
る
点
や
、
鈴
木
真
年
の
下
に

伝
来
し
た
経
緯
が
あ
る
程
度
明
ら
か
に
で
き
た
と
考
え
る
。
推
測
を
重
ね
た
部
分
も

多
く
、
論
じ
残
し
た
点
も
多
々
あ
る
と
思
う
が
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

〔
注
〕

（
1
）		

現
存
す
る
慈
覚
大
師
伝
と
し
て
は
、『
日
本
三
代
実
録
』
貞
観
六
年
（
八
六
四
）
正

月
十
四
日
条
所
載
円
仁
卒
伝
、『
続
群
書
類
従
』
第
八
輯
下
、
伝
部
巻
二
一
一
所
収
「
慈

覚
大
師
伝
」、
京
都
三
千
院
所
蔵
「
比
叡
山
延
暦
寺
真
言
法
華
宗
第
三
法
主
慈
覚
大
師

伝
」
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）		

宝
賀
寿
男
編
著
『
古
代
氏
族
系
譜
集
成
』
上
巻
、
古
代
氏
族
研
究
会
、
一
九
八
六

年
四
月
。

（
3
）		

佐
伯
有
清
「
円
仁
の
家
系
図
」『
智
証
大
師
伝
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九

年
一
一
月
。

（
4
）		

例
え
ば
、
佐
伯
有
清
『
円
仁
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
年
二
月
・
中
大
輔
「
日

本
古
代
の
駅
家
と
地
域
社
会
」『
古
代
交
通
研
究
』
一
三
号
、
二
〇
〇
四
年
五
月
・
木

本
雅
康
『
遺
跡
か
ら
み
た
古
代
の
駅
家
』
山
川
出
版
社
、
二
〇
〇
八
年
二
月
・
酒
寄

雅
志
「
下
野
国
の
慈
覚
大
師
円
仁
ゆ
か
り
の
史
跡
」『
円
仁
と
そ
の
時
代
』
高
志
書
院
、

二
〇
〇
九
年
二
月
な
ど
。

（
5
）		

例
え
ば
「
越
中
石
黒
系
図
」
に
つ
い
て
は
、
須
原
祥
二
に
よ
っ
て
近
世
末
期
に
お

け
る
偽
作
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（「「
越
中
石
黒
系
図
」
と
越
中
国
官
倉
納

穀
交
替
記
─
交
替
記
諸
写
本
の
検
討
を
通
し
て
─
」『
日
本
歴
史
』
六
〇
一
号
、

一
九
九
八
年
六
月
）。
一
方
宝
賀
寿
男
は
筆
跡
か
ら
現
系
図
が
鈴
木
真
年
に
よ
っ
て
石

黒
家
に
献
贈
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
原
系
図
の
存
在
を
指
摘
し
、
現

系
図
は
偽
作
で
は
な
く
、
真
年
の
手
に
よ
っ
て
原
系
図
を
転
写
し
た
も
の
と
す
る

（「
越
中
石
黒
氏
の
研
究
」『
越
と
出
雲
の
夜
明
け
』
法
令
出
版
、
二
〇
〇
九
年
一
月
）。

（
6
）		

近
藤
安
太
郎
「
序
章
」『
系
図
研
究
の
基
礎
知
識
』
第
一
巻
、
近
藤
出
版
社
、
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一
九
八
九
年
三
月
。

（
7
）		
鈴
木
防
人
編
『
鈴
木
真
年
伝
』
大
空
社
、
一
九
九
一
年
一
月
（
解
説
宝
賀
寿
男
）〈
初

版
一
九
四
三
年
〉。

（
8
）		

横
山
勝
行
「『
百
家
系
図
』
解
題
」『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
『
諸
家
系
図
史
料
集
』

解
題
目
録
』
雄
松
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
一
月
。

（
9
）		

例
え
ば
巻
一
五
の
巻
末
に
は
「
明
治
十
六
年
二
月
十
二
日
以
元
老
院
本
蔵
本　

写

了　

廬　

真
年
」
と
あ
る
。

（
10
）		

例
え
ば
「
佐
々
」
項
に
は
識
語
と
し
て
「
以
上
佐
々
系
図
三
通
姓
氏
分
脈
所
載
本

也
」
と
あ
り
、
も
う
一
つ
の
「
佐
々
」
に
は
「
右
系
図
纂
所
載
本
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

（
11
）		

横
山
勝
行
「『
諸
系
譜
』
解
題
」『
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
『
諸
家
系
図
史
料
集
』

解
題
目
録
』
雄
松
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
一
月
。

（
12
）		

大
植
四
郎
編
『
明
治
過
去
帳　

物
故
人
名
辞
典
』
東
京
美
術
、
一
九
八
八
年
十
一

月
。〈
初
版
一
九
七
一
年
。〉

（
13
）		

横
山
前
掲
注
（
11
）
解
題
参
照
。

（
14
）		

鈴
木
前
掲
注
（
６
）
著
書
。

（
15
）		

宝
賀
前
掲
注
（
２
）
著
書
、
五
七
七
頁
。
以
後
宝
賀
の
見
解
は
こ
れ
に
拠
る
。

（
16
）		

佐
伯
前
掲
注
（
３
）
論
文
。

（
17
）		

飯
田
瑞
穂
「
郡
評
論
争
余
談
」（『
日
本
歴
史
』
四
二
六
号
、
一
九
八
三
年
一
月
）

に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
（
前
略
）
江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
の
間
で
は
、
案
外
に
評
制
・
郡
制
に
つ
い
て
、
こ
の

や
う
な
理
解
が
行
は
れ
て
ゐ
た
可
能
性
も
あ
ら
う
。
と
い
ふ
の
は
、
明
治
時
代
に
華
族
の

諸
家
か
ら
提
出
さ
れ
た
系
譜
を
見
た
こ
と
が
あ
る
が
、
旧
公
家
・
旧
諸
侯
出
身
の
家
の
分

は
と
も
か
く
、
新
た
に
維
新
の
功
績
な
ど
に
よ
っ
て
華
族
の
班
列
に
入
っ
た
家
の
系
譜
の

中
に
、
他
に
所
見
の
な
い
珍
し
い
も
の
が
あ
っ
た
。
中
で
、
古
い
と
こ
ろ
で
、
国
造
→
評

督
→
大
領
と
い
ふ
肩
書
の
変
遷
を
示
す
例
が
い
く
つ
か
目
に
と
ま
っ
た
。
そ
れ
ら
の
中
に

は
、
古
い
伝
へ
が
残
っ
た
も
の
が
な
い
と
は
言
ひ
き
れ
な
い
が
、
印
象
か
ら
す
る
と
、
ど

う
も
そ
の
や
う
な
古
い
時
代
の
事
実
が
、
途
中
ど
の
や
う
に
し
て
伝
へ
ら
れ
た
の
か
不
審

に
思
は
れ
る
節
も
あ
っ
て
、
に
は
か
に
悉
く
に
は
信
を
措
き
が
た
い
感
が
あ
る
。
全
く
の

憶
測
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
多
く
は
、
他
に
も
類
例
が
あ
る
や
う
に
、
新
た
に
当
時
の

知
識
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
。「
系
図
家
」「
系
図
知
り
」
と
い

ふ
語
が
あ
る
や
う
に
、
系
図
作
成
の
専
門
家
は
、
い
つ
の
世
に
も
あ
り
、
こ
の
場
合
に
も
、

そ
の
や
う
な
背
景
が
あ
っ
た
と
考
へ
る
こ
と
は
、
さ
ほ
ど
見
当
違
ひ
で
は
あ
る
ま
い
。
鈴

木
眞
年
な
ど
、
国
学
者
で
、
そ
の
世
界
に
名
を
売
っ
た
者
も
あ
る
。
国
造
→
評
督
→
大
領

の
変
遷
は
、
そ
れ
ら
の
人
々
の
知
識
・
理
解
の
反
映
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
ら
う
。（
後

略
）。

（
18
）		

佐
伯
前
掲
注
（
３
）
論
文
。

（
19
）		

『
類
聚
三
代
格
』
巻
七
郡
司
事　

延
暦
十
六
年
十
一
月
二
十
七
日
太
政
官
符
所
引
神

亀
五
年
四
月
二
十
三
日
格
。

（
20
）		

森
公
章
「
九
世
紀
の
郡
司
と
そ
の
動
向
」『
古
代
郡
司
制
度
の
研
究
』、
吉
川
弘
文

館
、
二
〇
〇
〇
年
二
月
。

（
21
）		

『
続
日
本
紀
』
巻
三
三　

宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
七
月
壬
戌
条
。

（
22
）		

『
続
日
本
紀
』
巻
三
三　

宝
亀
五
年
（
七
七
四
）
八
月
己
巳
条
。

（
23
）		

『
続
群
書
類
従
』
第
八
輯
下
、
伝
部
巻
二
一
一
所
収
「
慈
覚
大
師
伝
」〈
前
掲
注

（
１
）〉。

（
24
）		

木
本
雅
康
「
円
仁
と
三
鴨
駅
」『
円
仁
と
そ
の
時
代
』
高
志
書
院
、
二
〇
〇
九
年
二

月
。

（
25
）		

酒
寄
雅
志
「
下
野
国
の
慈
覚
大
師
円
仁
ゆ
か
り
の
史
跡
」『
円
仁
と
そ
の
時
代
』
高

志
書
院
、
二
〇
〇
九
年
二
月
。

（
26
）		

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
『
壬
生
家
譜
』（
請
求
番
号
四
一
七
五
─
三
一
八
）・

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
影
写
本
『
一
色
文
書
』（
請
求
番
号
三
〇
七
一
．
三
二
─

一
五
）。

（
27
）		

「
壬
生
氏
の
出
自
」『
壬
生
町
史　

通
史
編
Ⅰ
』（
第
二
章
第
二
節
）
壬
生
町
、

一
九
九
〇
年
十
月
。

（
28
）		

鹿
沼
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
鹿
沼
市
史
』
通
史
編　

原
始
・
古
代
・
中
世
、

一
九
九
九
年
三
月
。

（
29
）		
『
続
日
本
後
紀
』
巻
十
五　

承
和
十
二
年
（
八
四
五
）
九
月
壬
申
条
に
「
壬
申
。
下

野
国
芳
賀
郡
人
大
麻
続
部
総
持
。
男
足
利
郡
少
領
外
従
八
位
下
大
麻
続
部
嗣
吉
。改
二

本
姓
一
賜
二
下
毛
野
公
姓
一
。」
と
あ
る
。

（
30
）		

『
小
右
記
』
長
元
三
年
九
月
六
日
条
。

（
31
）		

『
小
右
記
』
長
元
四
年
正
月
六
日
条
。
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（
32
）		
『
関
八
州
古
戦
録
』
巻
之
第
十
一
滝
川
左
近
将
監
一
益
補
二
関
東
管
領
職
一
付
東
上

野
江
入
部
の
事
、『
甲
陽
軍
鑑
』
永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）
二
月
条
な
ど
。

（
33
）		

『
延
喜
式
』
巻
四
八
左
右
馬
寮　

御
牧
条
。
ま
た
山
口
英
男
「
信
濃
の
牧
」『
長
野

県
史
』
通
史
編
１　

第
四
章
第
三
節
、
一
九
八
九
年
三
月
も
参
照
。

（
34
）		

例
え
ば
、『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
七　

諸
国
郡
司
事　

天
徳
三
年
四
月
五
日
摂
津
国
司

解
で
は
、
摂
津
国
住
吉
郡
の
大
領
死
欠
に
伴
い
、「
譜
第
正
胤
」
で
あ
る
こ
と
を
理
由

に
鎮
守
府
軍
曹
の
津
守
宿
祢
茂
連
が
任
用
さ
れ
て
い
る
。

（
35
）		

野
木
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
野
木
町
史
中
世
史
料
集
』
野
木
町
、
一
九
八
六
年

三
月
。

（
36
）		

野
木
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
野
木
町
史
中
世
史
料
集
』
野
木
町
、
一
九
八
六
年

三
月
。

（
37
）		

石
塚
信
一
『
野
木
宮
要
談
記
』（
私
家
版
）、
二
〇
〇
六
年
三
月
。

（
38
）		

「
第
六
章　

地
域
文
化
の
発
達
と
野
木
」『
野
木
町
史　

歴
史
編
』
野
木
町
、

一
九
八
九
年
三
月
。

（
39
）		

「
秀
郷
以
下
系
譜
」（
熊
倉
俊
嗣
家
文
書
）、
野
木
町
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
野
木
町

史
料
所
在
目
録
』
第
一
集
、
一
九
八
五
年
三
月
。

（
40
）		

「
神
道
裁
許
状
（
元
禄
七
年
〈
一
六
九
四
〉）」（
熊
倉
キ
ク
家
文
書
）・「
許
状
（
正

一
位
稲
荷
大
明
神
安
鎮
之
事
）（
文
政
元
年
〈
一
八
一
八
〉）」（
熊
倉
俊
嗣
家
文
書
）

な
ど
。

（
41
）		

「
常
楽
寺
過
去
帳
」『
壬
生
町
史　

資
料
編
原
始
古
代
・
中
世　

補
遺
』
壬
生
町
、

一
九
九
〇
年
三
月
。

（
42
）		

『
壬
生
家
盛
衰
記
』（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
所
蔵
謄
写
本
、
請
求
番
号
二
〇
七
五

─
九
一
三
）

（
43
）		

「
仁
治
の
碑
」『
日
本
歴
史
地
名
大
系　

第
一
〇
巻　

群
馬
県
の
地
名
』
平
凡
社
、

一
九
八
七
年
二
月
。

（
44
）		

こ
れ
ら
の
史
料
に
つ
い
て
は
『
壬
生
町
史　

資
料
編
原
始
古
代
・
中
世　

補
遺
』

壬
生
町
、
一
九
九
〇
年
三
月
を
参
照
し
た
。

（
追
記
）
本
稿
は
国
史
学
会
二
〇
一
〇
年
度
大
会
に
お
け
る
個
人
報
告
に
基
づ
い
て
い
る
。

報
告
の
席
上
に
お
い
て
諸
氏
よ
り
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
。
ま
た
、
史
料
の
閲
覧

や
現
地
調
査
に
際
し
て
静
嘉
堂
文
庫
の
成
澤
麻
子
氏
、
野
木
神
社
神
主
海
老
沢
堯

氏
、
常
楽
寺
国
生
泰
俊
氏
に
便
宜
を
計
っ
て
頂
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。
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